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        SRDM-2SV（一般仕様） 

 
アンデス 

表面型ＲＩ密度水分計 



 

１ 

 

重要注意事項 

 

本器は、「放射性同位元素等による放射線障害防止に関する法律」に基づき、法令で定め

られた申請・審査手続きを経た上で設計および安全性についての認証を取得した「表示付

認証機器」に該当します。表示付認証機器のご使用にあたっては、前述の法令の適用を受

けますので、法に基づいたご使用をお願い致します。 

表示付認証機器を安全にお使いいただくために、ご使用前には必ず「取扱説明書（本書）」

および別添の「安全取扱説明書」を熟読願います。本器を取扱う際の基本的な諸注意をご

認識していただき、ご使用に際してトラブルが生じないようお願い申し上げます。 

特に、本器のうち放射性同位元素が含まれる部分である線源棒の使用・保管にあたって

は、細心の注意を払っていただき、くれぐれも紛失や盗難等の事故が発生しないよう、心

がけてください。万一、線源棒の盗難や紛失が発生したときは、警察署および原子力規制

委員会への通報・届出が必要となり、線源棒の捜索期間中、長期間の工事中断を強いられ

るときもございます。 

  



２ 

 

特 長 
 

 ＡＮＤＥＳ（アンデス：SRDM-2SV）は､道路・フィルダム・空港・敷地造成・

堤防・管路埋設に伴う埋戻し､その他あらゆる土工事における“土の締固め管理”

を目的とした汎用型密度水分計です。 

 

 ＡＮＤＥＳは､密封ラジオアイソトープ（ＲＩ）を利用した非破壊測定器ですので､

地盤を乱すことなく、まさ土､ローム、粘土等どんな土でも密度および含水比をわ

ずか１分で測定することができます。 

 

 ＡＮＤＥＳは､地山､切土､盛土等の測定場所や､あらゆる土質をカバーして正確な

含水比を測定することができます。これは測定する土の密度および、土質の違いに

よる有機物や結晶水という非自由水の含有量の差による測定値のズレを補正する

機能を備えているからです。 

 

 ＡＮＤＥＳは、信頼性･安全性という基本設計思想に加えて機動性を追求した結果、

取扱いは簡単で、誰でも手軽に扱えます。さらに、土工事現場の環境条件に十分耐

え得る、優れた機能を備えています。 

 

 Wi-Fi（IEEE802.11b/g 準拠）の無線通信機能を備えていますので、測定したデ

ータを Windows パソコンや Windows タブレットへ無線通信で転送できます。 

 

 ＡＮＤＥＳをご使用になるときには、原子力規制委員会への届出が必要です。（届

出に必要な書類様式等は弊社でご用意致します。） 
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１ 仕様と構成 
 

仕様 

 

  

測 定 方 式 
密 度：ガンマ線透過型 

水 分：速中性子線透過型 

測 定 範 囲 

（校正範囲）  

密 度：1.0～2.5（g/cm3） 

水 分：0～1.0（g/cm3） 

含水比：0～100（%） 

測 定 深 さ 20cm 

測 定 時 間 
標準計測：10 分 標準ＢＧ計測：3 分 

現場計測：1 分 

線 源 

ステンレスカプセル密封 

ガンマ線源：60Co（コバルト 60）、 2.59MBq（メガベクレル） 

中性子線源：252Cf （カリホルニウム 252）、1.11MBq（メガベクレル） 

検 出 管 
密度計：GM 計数管 

水分計：3He 比例計数管 

使 用 温 度 0～50℃（ただし結露しないこと） 

表 示 液晶デジタル表示（115×86mm） 

通 信 

有線：RS232C に準拠 

無線：Wi-Fi（2.4GHz IEEE802.11b/g 準拠） 

通信距離：およそ 10m（環境により通信距離は変化します） 

記 録 ドットインパクトプリンタ 

電 源 
小型制御弁式鉛蓄電池（DC 6V） 

充電式、連続 10 時間以上使用可（無線通信機能有効時） 

本 体 重 量 10.5（kg） 

本 体 寸 法 340W×260D×145H（mm） 
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構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成品 その１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成品 その２ 

  

※上記構成品の他に、ＣＤ2 枚、取扱説明書類および原子力規制委員会への届出案内

を含む書類一式が付属します。 

線源コンテナ 
（線源棒収納） 

ハンマ 

付属品 
収納袋 ベースプレート 

遮へい容器 

（線源保管容器） 

線源輸送箱 

本体 

本体トランク 

充電器 

標準計数台 

インクリボン 
カセット 

打込棒 

プリンタ用紙 

引抜棒 

線源盗難防止用 

（南京錠、ワイヤ） 
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２ 各部の名称と役割 
 

本体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　　　　　　　　ご使用に関する注意事項

 本測定器は「放射線障害防止に関する法
律」に基づいた「設計認証機器」です。
 本測定器は、必ず本体に表示されたシリア
ル番号(SR-####)と同一の番号が刻印された
線源棒と組み合わせてご使用下さい。

機器の種類と使用放射性同位元素の数量

種類：表面型密度水分計

放射性同位元素の種類及び数量
60Co  :2.59MBq
252Cf :1.11MBq

SR-####
####年##月

SR-####
####年 ##月

SR-####
####年 ##月

プリンタボックス 

ディスプレイ 

操作パネル 

電源スイッチ 

製造番号 
ラベル 

製造番号 
ラベル 

コントラスト 
調整ボリューム 

認証銘板 
設計認証の認証番号が表
記されています。 

注意事項表ラベル 
取扱に関する注意事項が
表示されています。 

線源棒ガイド 
線源棒を本体に取り付ける部分です。 

取っ手 
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プリンタボックス内部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

充電コネクタ 

内蔵電池の充電器を接続するコネクタです。 

充電時以外はキャップをはめておいてください。 

通信コネクタ 

測定データを有線通信でパソコ

ンに転送する際に、通信ケーブル

を接続するコネクタです。 

使用時以外はキャップをはめて

おいてください。 

＊通信コネクタは 25 ピン仕様

（左図）と 9 ピン仕様の 2 種

類がございます。 

プリンタ 

測定結果を印刷します。 

インクリボンカセット 

プリンタのインクリボン

カセットです。 

プリンタ用紙巻取り軸 

測定結果が印刷されたプリ

ンタ用紙を巻き取ります。 

EJECT P
U

S
H
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線源棒 

 線源棒の先端部分には密封放射線源が装着されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作パネル 

本体の操作パネルには､各種のキーが配置されています。それぞれのキーの機能について

は､次ページの解説をご覧ください。 

 

 

操作パネル 

  現場 

  計測 

  標準 

  ＢＧ 

アル 

ファ 

平均 

計算 

７ ８ 

＜ ４ ５ ６

１ ２ ３

０ 
表示 

切替 

L 

R 
C L 

＞ 

∧ 

∨ 

９ 

プ リ 

ン ト 

紙 

送り 

  標準 

  計測 

  現場 

  ＢＧ 

スタート 

① 

⑥ ⑦ ⑧ 

⑤ 

② 

④ 

③ 

⑨ 

製造番号刻印 

密封放射線源装着位置 

微弱な放射線が常時出ています。 

直接、手で握らないでください。 

ガイドピン 
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 ※紙送り、表示切替、カーソルキーの３種類のキー操作に限り、キー操作を行った後の

再印刷操作が可能です。 

  

① モード 

モードの選択キーです。標準ＢＧ計測、標準計測、現場ＢＧ計測､

現場計測の各モードの選択に使用します。選択されたモードのキー

上のランプが点灯します。 

② スタート 測定を開始します。 

③ テンキー 

測点№、チャンネル番号、水分補正係数、最大乾燥密度、土粒子の

密度の各数値の入力および測定位置を示す記号の書き換えをする

ときに使用します。 

は、Left（左）・Center Line（中央）・Right（右）の略記号

です。 

④ 
カーソル 

キー 

ディスプレイ上のカーソルを移動させるキーです。 

測定日・材料情報・測定チャンネルの値を変更できます。 

⑤ 表示切替 ディスプレイに表示される項目の切替操作を行います。 

⑥ アルファ 水分補正係数α（アルファ）を求める測定モードに入ります。 

⑦ 平均計算 
複数箇所の計測終了後にキーを押すと、計測データの統計計算結果

が印刷されます。 

⑧ プリント 

押すと直前に実施された現場計測の結果が再印刷されます。ただ

し、本キーを押す前に一部のキー※を除く他のキー操作を行った場

合、再印刷はできません。 

（測定結果は測定終了後に自動で印刷されますので、測定終了時に

毎回このキーを押す必要はありません。） 

⑨ 紙送り プリンタの紙送り操作を行うキーです。 

L

R
CL
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線源棒と線源コンテナ 

３ 準備 
 

標準ＢＧ計測、標準計測とは 

線源棒から放出される放射線の数は、時間の経過とともに少しずつ減衰します。この放

射線数の減衰による測定値への影響を補正する際に必要な作業が標準ＢＧ計測と標準計測

です。標準ＢＧ計測および標準計測は、ＡＮＤＥＳのご使用前に 1 日に 1 回、必ず実施

してください。 

また、標準ＢＧ計測と標準計測の計測結果より、ＡＮＤＥＳの自己診断を行っています。

つまり、標準ＢＧ計測と標準計測は、ＡＮＤＥＳを毎日ご使用していただく上での準備の

ための計測です。 

 

標準ＢＧ計測、標準計測のフローと必要なもの 

標準ＢＧ計測、標準計測のフローは以下の通りです。 

 

 

 

 

必要なもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本体 標準計数台 

標準計測 
標準ＢＧ

計測 

本体電源 

投入 

SR-####
####年 ##月

SR-####
####年 ##月
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標準ＢＧ計測、標準計測の手順 

（１）標準ＢＧ計測 

① 標準計数台を設置してください。標

準計数台を設置する場所は、屋内、

屋外のどちらでも構いません。ただ

し、屋内に設置する場合は、プレハ

ブ建屋のような床下に空洞部分が

ある建物は避けてください。また、

屋内外にかかわらず、壁面からは約

２ｍ（メートル）以上離して設置し

てください。 

 

② 標準計数台のフタと黄色の箱を取り

外して、標準計数台の中に入ってい

るものをすべて取り出してから、黄

色の箱を元に戻してください。 

 

③ 本体を標準計数台の上面（黄色の箱の上面）に置いてください。

標準計数台の上面には本体を置く際の位置決め用ガイドとなる

Ｌ字型の金具が取り付けられていますので、それに合わせて本

体を置いてください。このとき、本体下面と標準計数台上面の

黒いパネルが密着していることを確認してください。本体の下

面や、標準計数台の上面（黒いパネル部分）に泥や砂等の異物

が付着している場合は、きれいに取り除いてください。 

 

④ 本体の電源スイッチを ON にしてください。「標

準ＢＧ計測と標準計測が、本日すでに実施されて

いるかどうか」について判定がなされます。標準

ＢＧ計測と標準計測が実施されていなければ（表

示－１）のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

  

表示－１ 

            － 

 

使用期限=20.03.31 

標準 BG→標準計測の 

順に測定を行って下さい 

フタを
外す 

中に入って
いるものを
取り出す 

黄色の箱を
元に戻す 
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⑤ 操作パネルの標準ＢＧのキー上のランプが点滅しています。標準ＢＧを押して、キ

ー上のランプが点滅から点灯に変わったことを確認してください。 

 

⑥ 線源棒を本体から２０ｍ以上離してください。 

 

⑦ スタートを押してください。計測動作中は、本体

から半径およそ２ｍの範囲内に立ち入らないよ

うにしてください。標準ＢＧ計測は３分間です。

３分経過後にブザーが鳴ります。 

 

 

（２）標準計測 

① 本体を標準計数台の上に置いたままの状態で、線

源棒を本体に取り付けてください。線源棒を本体

の線源棒ガイドの上方から挿し込んでから、本体

上側から見て線源棒を時計回りにひねり、線源棒

のガイドピンが線源棒ガイドの溝にはまるように

して、本体に線源棒を取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 操作パネルの標準計測を押して、キー上のランプの点灯を確認してください。 

 

③ スタートを押してください。ディスプレイのバックライトが消灯して計測が始まり

ます。計測動作中は、本体から半径およそ２ｍの範囲内に立ち入らないようにして

ください。 

 

④ 標準計測は１０分間です。１０分経過するとブザーが鳴り、標準計測は終了です。 

線源棒 

線源棒ガイド ガイドピン 

20m以上離す!!
線源棒を本体から

２０ｍ以上離す 

　　　　　　　　ご使用に関する注意事項

 本測定器は「放射線障害防止に関する法
律」に基づいた「設計認証機器」です。
 本測定器は、必ず本体に表示されたシリア
ル番号(SR-####)と同一の番号が刻印された
線源棒と組み合わせてご使用下さい。

　　　　　　　　ご使用に関する注意事項

 本測定器は「放射線障害防止に関する法
律」に基づいた「設計認証機器」です。
 本測定器は、必ず本体に表示されたシリア
ル番号(SR-####)と同一の番号が刻印された
線源棒と組み合わせてご使用下さい。
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標準ＢＧ計測および標準計測結果の診断 

ＡＮＤＥＳは、標準ＢＧ計測と標準計測の結果を基

に本体の自己診断を行っています。異常があると判定

されると、（表示－２）のメッセージが表示されます。 

メッセージが表示されたときは、標準計数台が正し

く設置されているか、線源棒が本体に正しく取り付け

られているかどうかを確認してから、標準ＢＧ計測と

標準計測をやり直してください。 

正しく標準ＢＧ計測、標準計測を行っても同様のメ

ッセージが表示される場合は、故障の可能性がござい

ますので、弊社までお問い合わせ願います。 

 

※標準ＢＧ計測、標準計測における注意点 

 標準ＢＧ計測および標準計測の結果は、本体の電源を OFF にしても保持されま

す。 

 標準ＢＧ計測および標準計測は、現場事務所や試験室などの測定器の保管場所近

くの適当なところで実施すればよく、標準計数台を現場まで持ち出す必要はあり

ません。 

 （表示－２）のカウント不良となる原因は、標準計数台の設置に問題がある場合

がほとんどです。標準計数台の設置および線源棒の取り付けは確実に行ってくだ

さい。 

 標準ＢＧ計測、標準計測が終了した後に再度標準ＢＧ計測を実施・終了された場

合は、当日の標準計測が行われていないと判定され、標準計測を再度実施してい

ただかないと現場計測を行うことができなくなります。ご注意ください。 

 

※使用期限切と表示されたら 

 本体の電源を投入した直後に（表示－３）の

ように表示された場合は、定められた使用期

限を過ぎていますので、ＡＮＤＥＳを使用す

ることはできません。 

 使用期限が切れたＡＮＤＥＳをお使いいただ

くためには、線源交換（線源棒の更新作業と

本体の点検）を行う必要がありますので、弊

社までお問い合わせ願います。  

表示－３ 

表示－２ 

            - 

 

標準 BG→標準計測の 

順に測定を行って下さい 

密度計カウント不良 

水分計カウント不良 

 

表示－２ 

               - 

 

使用期限切です 

線源交換を行って下さい 



１６ 

 

４ 現場での測定方法と手順 
 

現場における作業フローと必要なもの 

現場における作業フローは、以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

現場で必要なもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本体 線源棒と線源コンテナ 

ベースプレート ハンマ 打込棒・引抜棒 

（測点移動） 

現場ＢＧ

計測 

計測孔 

穴あけ 

現場 

計測 

準備 

作業 



１７ 

 

現場測定の手順 

（１）準備作業 

① 本体電源の投入 

測定を行う地点に到着したら、 

本体の電源スイッチをONに

してください。ディスプレイ

に（表示－４）が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

② 日付の入力 

操作パネルのカーソルキーを使ってカーソルをディスプレイの左上部に移動させて、

テンキーで日付を入力してください。 

③ チャンネル番号（CH）の入力 

カーソルをディスプレイ左下部に移動させて、測定チャンネル番号（1～8）を入力

してください。 

④ 材料情報の入力 

材料情報の３つの数値を入力してください。水分補正係数α（アルファ）、最大乾燥

密度 dmaxρ 、土粒子の密度 sρ の３つの数値を、③で入力したチャンネル番号ごと

に入力することができます。 

 

※材料情報の各数値は、本体の電源を切っても保持されますので、使用のたびに同じ数

値を入力する必要はありません。材料情報を定める際の詳しい手順は［６ 材料情報

の定め方］をご覧ください。 

 

  

17年 03月 18日        L－№000  - 
        密度     水分 
標準計数率   ２６０９  １０４７ 
標準Ｂ.Ｇ.       ２９ 
現場Ｂ.Ｇ.        ３１ 
現場計数率        ０     ０ 
湿潤密度＝       g/cm3 (ρt) 
乾燥密度＝       g/cm3 (ρd) 
 含水比＝       % (W ) 
 含水量＝       g/cm3 (ρm) 
 飽和度＝       % (Sr ) 
 空気率＝       % (Va ) 
 締固度＝       % (Dc ) 
1CH α=0.150  ρdmax=1.700 ρs=2.650 

表示－４ 

日付 

チャンネル
番号 

材料情報 



１８ 

 

① 計測地点の整形 

（２）現場ＢＧ計測 

① 測定エリアの中心付近に、本体を置いてください。 

 

② 現場ＢＧを押して、キー上のランプの点灯を確認して

ください。 

 

③ 線源棒は、本体から２０ｍ以上離しておくようにして

ください。 

 

④ スタートを押してください。 

 

⑤ １分経過するとブザーが鳴り、ディスプレイに現場ＢＧの計測値が表示されます。 

 

 

（３）計測孔の穴あけ 

① 計測を行う地点が平滑になるよう、ベースプレートを使って整形し

てください。整形する面積は、本体が設置できる程度（およそ

W40cm×D30cm の範囲）で結構です。 

 

 

② ①で整形した場所にベースプレートを置いてください。ベースプレ

ートのガイド孔に打込棒を挿し込み､ハンマを使って打込棒を地盤

に対して垂直に打込み、計測孔の穴あけを行ってください。 

 

 

 

 

 

③ 打込棒をおよそ 25cm の深さ（打込棒のテーパ部分がベースプレー

トのガイド孔に到達する手前）まで打ち込みましたら、打込棒の上

部の穴に引抜棒を挿し込み、引抜棒をハンドルにして打込棒を引き

抜いてください。このとき、計測孔が大きくなったり、崩れたりし

ないよう、注意しながら引き抜いてください。 

 

 

  

20m以上離す!!

現場ＢＧ計測 

③打込棒の引抜き 

20m 以上!! 

②打込棒の打込み 



１９ 

 

（４）現場計測 

① 線源棒を本体の線源棒ガイドの上方から挿し込んでください。挿し込んだ後、本体

上側から見て線源棒を時計回りにひねり、線源棒のガイドピンが線源棒ガイドの溝

にはまるようにして、本体に線源棒を取り付けてください。 

 

② 本体を両手で持って、線源棒を計測孔に静かに挿し込んでいき、そのまま本体を地

面に置いてください。このとき、本体の下面が地面と隙間なく密着しているかを確

認してください。密着していない場合は、計測地点の整形作業が不十分である、計

測孔が崩れている、計測孔が地盤に対して垂直でない等が考えられますので、整形

作業あるいは計測孔の穴あけをやり直してください。 

 

③ 現場計測を押して、キー上のランプの点灯を確認してからスタートを押してくださ

い。現場計測が始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 

 
 

 

 

 
 

 

 

線源棒ガイド ガイドピン 

線源棒 

計測孔 

下面を密着
させる 



２０ 

 

④ １分経過するとブザーが鳴り、ディスプレイに現場計測の結果が表示されます（表

示－５）。同時に現場計測の結果がプリンタに印刷されます。 

 

⑤ 計測が終わりましたら、本体を両手で持ちあげて計測孔から線源棒を引き抜いてく

ださい。多点数の計測を連続して行う場合は、次の位置に移動して（３）①～（４）

⑤の作業を繰り返してください。 

 

⑥ 任意の点数の計測完了後に平均計算を押すと、計測データの統計計算結果が印刷さ

れます。なお、本体の電源を OFF にすると、平均計算を押しても統計計算結果は

印刷されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示－５ 

  

17年 03月 18日               L-№001  - 
 

湿潤密度＝  １．９５７ 
乾燥密度＝  １．６６６ 

  含水比＝   １７．５ 
  含水量＝  ０．２９１ 
  飽和度＝   ７８．４ 
  空気率＝   ８．０３ 
  締固度＝   ９８．０ 
1CH α=0.150  ρdmax=1.700 ρs=2.650 
 
1CH α=0.1224 ρdmax=1.989 ρs=2.640 



２１ 

 

５ ディスプレイの表示と印刷の内容 

 

結果の表示 

（１）ディスプレイの表示 

ディスプレイには、通常、（表示－6）

の内容が表示されています。消費電力

を抑えるため、測定中はディスプレイ

のバックライト※が消灯します。 

現場計測が終了すると、ディスプレ

イのバックライト※が点灯し、（表示－

6a）のように測定結果が表示されます。

現場計測終了後は、表示切替を押すご

とに、（表示－6）と（表示－6a）が

切替わります。 

 

 

 

※キー操作を行わず 1分間経過する

とバックライトが消灯します。い

ずれかのキーを押すことで再度

点灯します。 

本体の製造時期によっては、バッ

クライト機能が搭載されていな

いものもあります。 

 

 

  

17年 03月 18日             L－№001  - 
        密度     水分 
標準計数率   ２６０９  １０４７ 
標準Ｂ.Ｇ.        ２９ 
現場Ｂ.Ｇ.        ３１ 
現場計数率      ５８９   ９１０ 
湿潤密度＝  １．９５７g/cm3 (ρt) 
乾燥密度＝  １．６６６g/cm3 (ρd) 
 含水比＝   １７．５% (w ) 
 含水量＝  ０．２９１g/cm3 (ρm) 
 飽和度＝   ７８．４% (Sr ) 
 空気率＝   ８．０３% (Va ) 
 締固度＝   ９８．０% (Dc ) 
1CH α=0.150  ρdmax=1.700 ρs=2.650 

表示－6 

17年 03月 18日             L－№001  - 
 

湿潤密度＝  １．９５７ 
乾燥密度＝  １．６６６ 

  含水比＝   １７．５ 
  含水量＝  ０．２９１ 
  飽和度＝   ７８．４ 
  空気率＝   ８．０３ 
  締固度＝   ９８．０ 
 
1CH α=0.150  ρdmax=1.700 ρs=2.650 

表示－6a 

表示切替を押すごとに表示

される項目が切替わります 



２２ 

 

その他ディスプレイの表示項目 

（１）日付 

日付はディスプレイの左上部に表示されています。現場計測の結果には、ディスプレイ

に表示されている日付が印刷されます。 

 

※ディスプレイに表示されている日付は、自動で更新されません。入力された日付は、

本体の電源を OFF にしても保持され、自動的に更新・変更されることはありません。

使用の際に表示されている日付を確認していただき、変更する必要があれば、入力し

てください。 

 

（２）測点番号（No.） 

ディスプレイ右上部に表示されている数値です。電源投入時は No.000 になっています。

現場計測を開始すると、1 回の計測が終了するごとに測点番号が 1 ずつ加算されます。ま

た、テンキーにより任意の番号に書き換えができます。 

測点番号を書き換えた場合、以降の測点番号は書き換えた番号から1ずつ加算されます。 

 

（３）チャンネル番号（CH） 

ディスプレイ左下部に表示されている数値です。材料情報を土質材料ごとに入力するた

めのチャンネルです。１～８までのチャンネル番号を入力できます。 

 

（４）材料情報 

ディスプレイ下部に表示されている３つの数値です。 

水分補正係数 α（アルファ） 

最大乾燥密度 dmaxρ  

土粒子の密度 sρ  

 

これらの数値は、入力したい数値の位置にカーソルを移動させて、テンキーで入力して

ください。ただし、計測動作中の数値入力操作はできません。チャンネル番号と材料情報

については、［６ 材料情報の定め方］をご覧ください。 

  



２３ 

 

エラーメッセージ 

正常な測定が行われなかった場合には、ディスプレイに以下のエラーメッセージが表示

されます。 

 

計算不能 

レンジオーバー 

 

以下に、それぞれのエラーメッセージについて解説します。 

 

計算不能 

現場計測モードにおいて、計数率に異常な値が取り込まれて、演算ができない場合（例

えば､現場計数率が現場ＢＧより小さいときなど）は“計算不能”と表示されます。 

 

レンジオーバー 

現場計測モードにおいて、現場計測の結果が以下の値になった場合は、ディスプレイに

「レンジオーバー」と表示されます。 

・湿潤密度が 0.5～3.0（g/cm3）の範囲を外れた場合 

・含水量が 0～1.0（g/cm3）の範囲を外れた場合 

 

計算不能あるいはレンジオーバーのエラーメッセージが表示された場合は、本体が正し

く設置されているか、線源棒が本体に正しく取り付けられているか、入力してある材料情

報の数値が正しいかどうかの確認を行ってください。設置方法や材料情報に問題が認めら

れた場合は、問題点を修正後、再度現場計測を実施してください。 

 

※「計算不能」あるいは「レンジオーバー」のエラーメッセージが表示されたときの計測

結果は、空欄で印刷されます。 

 



２４ 

 

測定結果の印刷内容 

（１）計測結果の印刷（標準書式） 

現場計測の結果は、（印刷例－１）の形式で印刷されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   （SR-2000) 
 17.03.18      1CH   L-No.001 
 ρt       1.957   g/cm3 
 ρd       1.666   g/cm3 

 Ｗ       17.5     % 
 ρm       0.291   g/cm3 

 Ｓr      78.4     % 
 Ｖa       8.03    % 
 Ｄc      98.0     % 
 α        0.150 
 ρdmax    1.700 
 ρs       2.650 

 DENS(X10cpm)  MOIS 
 S(BG)     2592(    35)  1156 
 N(BG)      648(    27)   856 

C 
測定器の製造番号 

日付、CH 番号、測点番号 

乾燥密度 

湿潤密度 

含水比 

含水量 

印刷例－１ 

飽和度 

空気間隙率 

締固め度 
アルファ（α）（材料情報） 

最大乾燥密度（材料情報） 

土粒子の密度（材料情報） 

標準計数率（密度計、ＢＧ、水分計） 

現場計数率（密度計、ＢＧ、水分計） 



２５ 

 

（２）統計計算結果の印刷 

平均計算を押すと（印刷例－２）に示すような複数点の現場計測データの統計計算結果

が印刷されます。統計計算の標本となる現場計測データは、本体の電源投入から１回目に

平均計算を押すまでの間に計測されたデータが対象となります。以降は、1 回目の平均計

算を押した後から次に平均計算を押すまでの間に計測されたデータが統計計算の対象と

なります。 

なお、統計計算は、表示されているチャンネル番号で計測されたデータについてのみ行

われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(SR-2000) 
17.03.17   1CH   N=10 

Dc     Va    W 
μ 98.0 8.00 17.5 
σ 0.6 0.30 0.3 
MAX 98.8 8.40 18.0 
MIN 96.7 7.40 17.1 
 

ρt   ρd     Sr 
μ 1.957 1.665 78.4 
σ 0.009 0.010 0.7 
MAX 1.969 1.679 79.9 
MIN 1.939 1.643 77.4 

電源 ON 

測点 No.1～No.5 の 

5 点を測定 

平均計算を押す 

測点 No.1～No.5 の 

5 点の統計計算結果 

を印刷 

 

測点 No.6～No.8 の 

3 点を測定 

平均計算を押す 

測点 No.6～No.8 の 

3 点の統計計算結果 

を印刷 

 

平均計算の使用例 フロー図 

印刷例－２ 

測定器の製造番号 
日付、CH 番号、測点番号 
項目１ 
平均値 
標準偏差 
最大値 
最小値 
 
項目２ 
平均値 
標準偏差 
最大値 
最小値 



２６ 

 

 No.1 

  2.124  1.939    9.5 

  0.185   66.3   9.40 

   91.4    760    912 

 

 No.2 

  2.109  1.966    7.3 

  0.143   53.1  12.60 

   92.7    765   1078 
    .      . 
    .      . 
    .      . 
17.05.01 

       Dc     Va     W 

 μ   93.2   9.53    8.6  

 σ    3.7   4.03    1.0 

MAX   99.6  17.83   10.2 

MIN   87.1   3.50    6.8 

 

      ρt    ρd     Sr 

 μ  2.146  1.977   65.1  

 σ  0.087  0.079   12.0 

MAX  2.293  2.114   83.7 

MIN  1.982  1.848   43.0 
 

（SR-2500） 

17.05.01             1CH 

 

α      0.150 

ρdmax  1.700 

ρs     2.600 

DENS MOIS( SBG)(  BG) 

3020  635(  35)(  39) 

 

ρt    ρd    w 

ρm     Sr    Va 

Dc     DENS   MOIS 

ＵＲ都市機構プリントフォーマットについて 

ＡＮＤＥＳは、標準書式（印刷例－１）の他に、ＵＲ都市機構（旧都市基盤整備公団）

プリントフォーマットでの現場計測結果の印刷ができます。 

 

（１）ＵＲ都市機構プリントフォーマットモードの測定手順 

① 現場ＢＧ終了後、現場計測をスタートする前に、

平均計算を押してください。（印刷例－３）が

印刷され、ＵＲ都市機構プリントフォーマット

に切替わります。（ディスプレイの表示は変わり

ません） 

 

② 任意の点数で、現場計測を行ってください。手

順については［４ 現場での測定の方法と手順］

をご覧ください。 

 

③ 任意の点数の現場計測が終了したら、平均計算

を押してください。現場計測の統計計算結果が

印刷されます。（印刷例－４） 

 

④ 統計計算結果が印刷された後は、標準書式に戻

ります。繰り返しＵＲ都市機構プリントフォー

マットで現場計測を行う場合は、再度平均計算

を押してください。 

 

 

 

 

  

印刷例－４ 

印刷例－３ 



２７ 

 

６ 材料情報の定め方 
 

材料情報とは 

材料情報とは、ＡＮＤＥＳの測定値を施工管理上必要な物理量に換算する際に必要な数

値であり、以下の 3 種類です。 

 

水分補正係数 α（アルファ） 

最大乾燥密度 dmaxρ  

土粒子の密度 sρ  

 

これらは土質ごと（測定を行う土の種類ごと）に異なる値であり、測定前に材料情報の

数値を求めて、あらかじめ本体に入力しておく必要があります。 

 

水分補正係数 α（アルファ） 

水分補正係数 α（アルファ、以降 α と表記）は､土質ごとに異なる値ですので、計測の

対象となる材料土（土質）ごとに定める必要があります。適切な α を定めないことには、

正しい結果を得ることができません。α の定め方は以下の通りです。 

 

（１）α の定め方の手順 

① 標準ＢＧ計測､標準計測の各計測を行った後、現場計測と同様の準備をしてください。 

 

② α を定める対象となる土質材料で構成された地盤を選定してください。なお､地盤

は切土､盛土､土取場等いずれの場所でもかまいませんが､可能であれば盛土を選ん

でください。 

 

③ 現場ＢＧ計測を行ってください。 

 

④ ［４ 現場での測定の方法と手順］を参照いただき、現場計測と同様の準備作業（整

形、穴あけ）を行ってください。 

 

⑤ アルファを押してください。ディスプレイに“アルファ”と表示され、現場計測の

のキー上のランプが点灯します。 

 

⑥ スタートを押してください。 
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⑦ 1分経過すると､αの測定結果が印刷されます。日付や計数率などの数値に続いて、

左列にαの値､右列には左列のα値に対応する含水比 w が印刷されます。（印刷例－

５） 

 

⑧ 測定器本体直下の約 20cm 深さまでの土を採

取してください。 

 

⑨ 採取した土の含水比 w0を、JIS A1203 土の

含水比試験方法（110℃で 24 時間の炉乾燥）

によって求めてください。 

 

⑩ ⑨で求めた土の含水比w0とα測定結果の右列を

比較し、w0と w が一致する、あるいは最も近い

行を探してください。w0と w が一致する行の左

列の数値が求めるα値です。（印刷例－５） 

 

⑪ α 測定結果が（印刷例―５）の場合で、採取した

土の含水比（w0）が 9.6%であったとします。ア

ルファ測定結果の印刷の右列が9.6の行を探して

ください。該当する行の左列の数値は 0.084 で

すので、この材料土の α値は 0.084 となります。 

 

 

 

 

 

 

※水分計の応答には密度依存性がありますので、極端

に緩い地盤で α 測定を行うと誤差を生じることが

あります。α 測定は材料土の敷ならし後、バックホ

ウのバケットでの締固め、キャタピラ走行程度の締

固め状態で行ってください。 

  

α測定後の試料採取 

                  (SR-2000) 
17.03.17    1CH    L－No.000 

DENS(X10cpm)    MOIS 
S(BG) 2592(     35)    1156 
N(BG) 496(     27)     856 
 

α   W(%) 
 0.000 18.3 
 0.030 14.8 
 0.033 14.4 
 0.036 14.1 
 0.039 13.7 
       ・ 
       ・ 
       ・ 
 0.081 9.9 
 0.084 9.6 
 0.087 9.2 
       ・ 
       ・ 
       ・ 
       ・ 
 0.147 0.9 
 0.150 0.6 
 0.153 0.2 
 0.156 

印刷例－５ 

炉乾燥で求めた含水比 w0=9.6(%)であ

れば、α=0.084 となります。 

この部分の土を採取 
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（２）ＲＩ水分計の材料依存性について 

ＲＩ水分計は基本的には土中の水素（Ｈ）原子と中性子線との反応を利用したものです

から、原理的には水素濃度計と言うこともできます。土に含まれる水素は様々な形態をと

り、これらは以下に示す４種に大別できます。 

 

自由水 

結晶水 

化合水 

有機物 

 

土質工学の分野で扱う含水量（ mρ ）、あるいは含水比（w）として表される水分量はあ

くまで乾燥炉（１１０℃、２４時間）で蒸発する水分量ですから、この条件で蒸発しない

水分量（おもに結晶水、化合水、有機物）は含まれません。 

ＲＩ水分計で重要なことは、中性子線が土中のすべての水分と反応することであり、自

由水と自由水以外の水との区別ができません。したがって、ＲＩ水分計で放射線強度（カ

ウント）から水分量（ mρ 、w ）を求めるときには、土質に応じた補正が必要です。ＡＮ

ＤＥＳではこの補正を基本的に次のように行っています。 

 

① 水分計で得られる水分カウントを、水分カウントに相当する水分量（ m̂ρ ：等価含

水量と呼ぶ）に置き換えます。 

② この等価含水量（ m̂ρ ）は、中性子線が反応したすべての量を便宜的に水分量に換

算したもので、みかけ上の水分量です。 

③ 次に、この等価含水量（ m̂ρ ）から、その土質に応じた割合の水分量を減じて真の

含水量（ mρ ）を求めます。このときに、その土質に応じた α（水分補正係数）が

必要です。 

 

水分量の補正は基本的に上述した手順に従っていますが、実際には水分計の校正式の中

で処理しています。水分計の校正式は以下の通りです。 

 

)dm(D

m̂D

eCRm

dmm̂

eCRm

ραρ

ρ

ραρρ











 

 

Rm :水分計数率比 

　C  :校正定数 

D  :校正定数 
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m̂ρ  :等価含水量 

mρ  :含水量 

  :水分補正係数 

dρ  :乾燥密度 

 

（３）ＲＩ水分計の密度依存性について 

 ＲＩ水分計では、材料依存性の他にもう一つの要因に対して水分計の補正をする必要が

あります。この要因は“密度依存性”と呼ばれるものです。この内容について説明します。 

 ＲＩ水分計は、中性子線と水素原子との反応を利用した測定器ですが、中性子線は水素

原子だけと反応するものではありません。反応能力は水素原子に比べて格段に劣りますが、

中性子線は、その他すべての原子とも反応します。したがって、ＲＩ水分計で得られる放

射線強度（カウント）は、水素原子だけでなく、多少ではありますがその他の原子（おも

に土粒子を構成する各種原子）の影響も受けることになります。この影響の度合はおもに

土粒子を構成する原子の濃度（あるいは密度）に支配されるため、ＲＩ水分計の“密度依

存性”と呼ばれています。 

この“密度依存性”によるみかけ上の水分量は、土粒子の原子の密度に支配される量で

すので、“材料依存性”に対する水分補正項（ 　ρα d ）と同様に土の乾燥密度（ dρ ）の関

数（ 　ρα d ）で表現できることになります。すなわち、密度依存性に対する補正は、材料

依存性に対する補正と全く同様の方法で対処できることになります。 

 

これまで述べたことを要約すると、次のようにまとめることができます。 

 

 ＲＩ水分計の測定値は、「材料依存性」と「密度依存性」の２つの要因に対して補正

をする必要があります。 

 この２つの要因による影響度合は、両者とも乾燥密度（ 　ρd）の関数として表すこ

とができます。 

 したがって、これらの補正は、等価含水量（ m̂ρ ）から（ dρα ）を減じることで

可能です。 

 α（水分補正係数）は、材料土（土質）によって固有の値を示します。 

 

その他の材料情報の定め方 

最大乾燥密度（ dmaxρ ）と土粒子の密度（ sρ ）は、室内の土質試験によって求まる

数値です。ＡＮＤＥＳで測定しようとする材料土の試験値をあらかじめ求めておいてく

ださい。 

※最大乾燥密度（ dmaxρ ）、土粒子の密度（ sρ ）は、「JIS A1210 突固めによる土の

締固め試験」、「JIS A1202 土粒子の密度試験」より、それぞれ求められます。 
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材料情報の入力 

材料情報（α の値および室内試験結果）は、本体に入力する必要があります。（表示－

７）に示すように、材料情報をカーソルキーとテンキーを用いて入力してください。 

ＡＮＤＥＳには、現場計測用として１～８の８つのチャンネル（CH）があります。各

チャンネルには別々の材料情報（α､ dmaxρ ､ sρ ）をそれぞれ入力することができます。 

材料情報は材料土が固有に持つ値ですので､あらかじめチャンネルと材料土の組み合わ

せを決めて入力しておけば、異なる材料土で使用するときに、チャンネル番号を変更する

だけで現場計測をすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料情報の入力例 

 

  

CH 材料土の種類 
材料情報 

α dmaxρ （g/cm3） sρ （g/cm3） 

１ 材料土Ａ 0.100 1.700 2.600 

２ 材料土Ｂ 0.120 1.800 2.700 

３ 材料土Ｃ 0.182 1.650 2.642 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

８ 材料土Ｈ 0.112 1.754 2.660 

17年 03月 18日            Ｌ－№001   - 
        密度     水分 
標準計数率   ２６０９  １０４７ 
標準Ｂ.Ｇ.        ２９ 
現場Ｂ.Ｇ.        ３１ 
現場計数率      ５８９   ９１０ 
湿潤密度＝  １．９５７g/cm3 (ρt) 
乾燥密度＝  １．６６６g/cm3 (ρd) 
 含水比＝   １７．５% (w ) 
 含水量＝  ０．２９１g/cm3 (ρm) 
 飽和度＝   ７８．４% (Sr ) 
 空気率＝   ８．０３% (Va ) 
 締固度＝   ９８．０% (Dc ) 
1CH α=0.150  ρdmax=1.700 ρs=2.650 

チャンネル番号 CH、 

水分補正係数α、 

最大乾燥密度 dmaxρ 、 

土粒子の密度 sρ  

をそれぞれ入力してください 

表示－7 
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７ その他の機能 

 

オートパワーオフ 

本体の操作を行わずに 30 分経過しますと、自動で電源が切れます。電源スイッチを一

度 OFF にして再度 ON にすると、電源が入ります。 

 

線源棒紛失防止警告機能 

本体の電源が ON のときに、線源棒から本体までの距離が２～３ｍ以上になると、本体

のブザーおよびディスプレイでの警告メッセージ（表示－8）によって、線源棒が本体の

近くに存在していないことについて警告がなされます。 

警告メッセージが表示されているときに、本体の近くに線源棒を持ってくると、ブザー

が止まり、警告が解除されます。（表示－9） ディスプレイの表示に従って、いずれかの

キーを押すと※、元の画面に戻ります。 

なお、警告メッセージ表示中にいずれかのキーを押すと※、警告が 10 分間、一時的に

解除されます。10 分経過後に、線源棒が本体近くになければ、再び警告メッセージが表

示されます。 

 

※ディスプレイのバックライトが消灯しているときは、キーを 2 回押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

‐ 
 
 

警告！！ 
 

線源棒が本体の周辺にありません。 
 
 

表示－9 表示－8 

 

- 
 
 

線源棒は、本体の近くにあります。 
 

何かキーを押してください。 
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※線源棒紛失防止警告機能に関するその他の注意事項 

 線源棒紛失防止警告機能は、以下の状況では動作しません。 

 標準ＢＧ計測モード（標準ＢＧのキー上のランプが点灯しているとき） 

 現場ＢＧ計測モード（現場ＢＧのキー上のランプが点灯しているとき） 

 計測中 

 パソコンとのデータ通信中 

 本体の電源が OFF のとき 

 警告メッセージが表示される線源棒と本体との距離は、周辺環境によって変わる

場合があります。上述した距離（２～３ｍ以上）は、目安であることをご了承願

います。 

 線源棒紛失防止警告機能は、本体の電源が OFF のときは作動しません。線源棒

の使用と保管には、細心の注意を払っていただくようお願い致します。 

 

無線データ通信 

 ＡＮＤＥＳは IEEE802.11b/g 準拠（Wi-Fi）の無線通信機能を搭載しています。無線

通信機能（Wi-Fi）を搭載している Windows パソコン（Windows タブレットも可）に、

「RI 通信ソフト」をインストールすることでパソコンとの無線データ通信ができます。 

  

無線通信機能の有効／無効の操作 

 操作パネルのカーソルキーの > を押しながら、標準計測を押すことで無線通信機能の

有効／無効が切替わります。 

ディスプレイの右上に“-”（ハイフン）が表示されているとき（表示－10）は、無線通

信機能が無効となり、有線通信機能が有効となります。 

ディスプレイの右上に“i”（アイ）が表示されているとき（表示－11）は、無線通信

機能が有効となり、有線通信機能が無効となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             - 

 

使用期限=20.03.31 

標準 BG→標準計測の 

順に測定を行ってください 

表示－10 

             i 

 

使用期限=20.03.31 

標準 BG→標準計測の 

順に測定を行ってください 

表示－11 

無線通信機能 
OFF 

無線通信機能 
ON 
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※無線データ通信についての注意事項 

 ＡＮＤＥＳで使用している無線通信の周波数帯（2.4GHz 帯）は、産業・科学・

医療分野で幅広く使用されています。電波の干渉による無線通信の障害が発生す

る恐れがあります。 

 ＡＮＤＥＳで使用している無線通信の周波数帯は、電子レンジからの電磁波と同

じ 2.4GHz 帯を使っています。そのため、電子レンジから漏れた電磁波がノイズ

となり、通信に支障をきたす可能性があります。 

 無線通信機能を有効にすると、内蔵電池が満充電からの使用時間が 10%程度減

少します。無線通信を行わない場合は、無線通信機能を無効にしてください。 

 別途、お客様の責任にてケーブルや USB 無線 LAN を準備してください 

 お使いのパソコンに無線通信機能が実装されていない場合は、USB 無線 LAN 等

の無線通信機器をお客様にてご用意願います。 

 無線通信ができない環境等の場合、別売の通信ケーブルをご利用いただくことで、

有線通信ができます。通信ケーブルについては弊社にお問い合わせください。 

 RI 通信ソフトの対応 OS、インストール／設定の方法およびソフトの操作方法等

の詳細については、別冊の「RI 通信ソフト 取扱説明書」を参照願います。 

 RI 通信ソフトは、本器に添付の「RI 通信ソフトインストール CD」に納められて

いるほか、弊社のホームページからもダウンロードできます。[１４ 弊社ホーム

ページのご案内]をご覧ください。 
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８ 内蔵電池の充電と消耗品 
 

内蔵電池について 

ＡＮＤＥＳの使用中に内蔵電池が消耗したときは、以下のようなメッセージが表示され

ます。 

 

BATT  WARNING 

画面上部にこのメッセージが表示されているときは、内蔵電池の電圧が低下しています

ので、早めの充電をお願いします。 

 

バッテリーダウン 

画面中央にこのメッセージが表示されたときは、内蔵電池の電圧が低下して本体の動作

ができません。自動的に本体の電源が OFF となります。直ちに充電を行ってください。 

 

※「ＢＡＴＴ ＷＡＲＮＩＮＧ」表示後に使用できる時間や計測点数は、内蔵電池の状

態や気温などといった使用条件で異なります。早めの充電をお勧めします。 

 

内蔵電池の充電 

ＡＮＤＥＳを使用した後は、使用時間にかかわらず必ず充電をしてください。充電方法

は以下の通りです。 

 

① 充電器の充電コードを、本体のプリンタボックス内の充電コネクタに接続してくだ

さい。 

② 充電器の AC プラグを、ＡＣ１００Ｖコンセント（50/60Hz）に接続してくださ

い。 

③ 充電器の電源スイッチを ON にしてください。POWER ランプが点灯し、充電が始

まります。 
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※充電に関する注意事項 

・ 充電コードおよび AC プラグの脱着は、必ず本体および充電器の電源スイッチを

OFF にしてから行ってください。 

・ 充電器は過充電を防止する構造となっていますが、安全のため、充電後は充電器

の AC プラグをコンセントから抜いてください。 

・ 長期にわたってＡＮＤＥＳを使用しないときは（例えば、冬期の施工休止期、他

の現場へ移動するときの待機期間等）には､２ヶ月に一度程度の割合で充電を行っ

てください。これは自然放電による電池の劣化を抑えるためです。 

・ 長期間にわたって放置すると、電池が完全に放電して充電ができなくなる恐れが

あります。 

  

電源 

スイッチ 

POWER ランプ 

充電コード 

CHARGE 

ランプ 

充電コネクタ 
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プリンタ消耗品の交換 

ＡＮＤＥＳのプリンタはインクリボンカセット方式であり、プリンタ用紙と共にインク

リボンカセットも消耗品です。プリンタの印刷が薄くなったらインクリボンカセットを交

換してください。 

 

（１）プリンタ用紙の交換 

プリンタ用紙を交換する場合は、本体の電源を ON にして、プリンタの用紙入口に用紙

の端を挿し込み、紙送りを押してください。 

 

 

・  

・  

・  

・  

・  

・  

・  

 

 

※プリンタの用紙入口に、プリンタ用紙を重ねた状態（三つ折り等）で挿し込み、紙送

り操作を行うと、プリンタ内部のモータやギアに負荷がかかり、プリンタ故障の原因

となります。プリンタ用紙を重ねて挿し込まないようお願いします。 

 

※別紙の「プリンタ取扱い」も併せてご覧ください。 

 

（２）インクリボンカセットの交換 

プリンタの印刷が薄くなったら、インクリボンカセット

を交換してください。 

 

インクリボンカセットの取り外し 

インクリボンカセットの（PUSH）の文字の部分を軽く

押すと、インクリボンカセットが外れます。 

 

 

 

 

“PUSH”の位置を押す
と、インクリボンカセット
がプリンタから外れます 
 

用紙入口 
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インクリボンカセットの取り付け 

写真を参考にしてインクリボンカセットをプリン

タに置き、インクリボンカセットのリボン巻取り用

のつまみ
．．．

の部分をプリンタに軽く押し込んでくださ

い。このとき、インクリボンカセットを無理に押し

込まないようにしてください。 

インクリボンカセットのつまみがプリンタにはま
．．

り
．
ましたら、インクリボンカセットの“PUSH”と

書かれている部分を軽く押し込んでください。 

 

 

※軽く押し込んでインクリボンカセットのつま

みがプリンタにはまらない
．．．．．

ときは、インクリボ

ンカセットのつまみ
．．．

とプリンタ側のギアが噛

み合っていませんので、インクリボンカセット

のつまみを少し回してから、再度取り付けてく

ださい。 

 

※別紙“プリンタ取扱い”もご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

ハンマと打込棒 

ＡＮＤＥＳを固い地盤で継続的に使用しますと、穴あけ作業で使用するハンマおよび打

込棒の端部がつぶれて割れが発生し、その破片が飛散する恐れがあります。 

ハンマと打込棒は消耗品です。安全のため、ハンマや打込棒に割れや欠けが発生しまし

たら早めに交換していただくようお願い致します。 

  

 

① つまみの部分をはめる 

はまらない場合は

つまみを少し回す 

②“PUSH”の部分を押す 
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９ 測定に関する留意事項 
 

標準計測について 

ＡＮＤＥＳはＲＩ（ラジオアイソトープ）からの放射線を利用した間接測定器であるた

め、あらかじめ密度および水分が既知の物質と比較対照校正を行って密度あるいは水分量

に対する放射線の強度の関係式、すなわち校正式を求める必要があります。 

放射線を利用した測定器で重要なことは、放射線源の種類を問わず、放射線の強度（計

数率）は一定ではなく、時間ともに減衰する性質を持っているということです。したがっ

て、放射線強度（計数率）と密度（あるいは水分量）との関係を求めるときに、放射線強

度（計数率）の絶対値をそのまま使用することはできません。放射線強度の減衰に対する

補正が必要です。 

ＡＮＤＥＳの校正式は、下図に示すように密度計、水分計共に指数関数式になっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

密度計および水分計の校正式の係数（A、B、C、D）は、各測定器に固有の値であり、

校正試験によってこれらの値を定めます。 

（図－５）では、横軸は密度（または含水量）、縦軸は、放射線強度をそれぞれ表してい

ますが、ここでの放射線強度は放射線強度（計数率）の絶対値ではなく、ある基準物質に

対する測定値の相対値（計数率比
．
）として表されています。すなわち、 

 

計数率比＝―――――――――――――――― 

計
数
率
比 

Rρ 

計
数
率
比 

Rm 

密度ρt(g/cm3) 含水量ρm(g/cm3) 

Rρ=A･exp[B･ρt] 
Rm=C･exp[D･(ρm+α･ρd)] 

（密度計） （水分計） 

ここに ρd：乾燥密度  α：水分補正係数 

ＡＮＤＥＳの校正式 

測定対象とする物質上での計数率 

ある基準物質上での計数率 
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このように、放射線強度と物質の密度（あるいは含水量）との関係では、放射線強度は

密度（あるいは含水量）に対する絶対値をそのまま用いるのではなく、前述したように、

ある基準物質（密度並びに水分量が不変であることが必須条件です。）に対する相対値に置

き換えておくことで、放射線の減衰に対する補正が可能となります。 

例えば、湿潤密度（ρt）＝2.0（g/cm3）の地盤で現場計測を行い、以下に示す計数率

が得られたとします。 

ρｔ＝2.0（g/cm3）の土（測定対象）の密度計の計数率 ＝ 1000 

基準物質上での密度計の計数率 ＝ 2000 

 

したがって、計数率比 ＝ ―――― ＝ 0.5 

 

ある日数を経過した後、同一の地点（密度は不変と仮定します。）で再び密度の測定をす

ると、密度計の計数率は、経過日数の分だけ減衰します。仮にその時の現場計数率が 500

すなわち 1/2 に減少していたとすると、基準物質上での計数率も同じ割合で減少します。

すなわち 2000 から 1000 に減少することになります。この場合の計数比率も 0.5

（500/1000）＝0.5 です。 

このように、計数率比は放射線源が減衰しても、同じ密度に対しては常に一定です。 

基準物質上での測定を標準計測と呼びます。そして、標準計測で得られた測定値を標準

計数率といいます。ＡＮＤＥＳの場合、標準計数台が基準物質です。 

標準計数率は非常に重要な役割を果たしていますので、その測定は慎重に行っていただ

き、常に信頼性の高い測定値を得るようにしてください。 

 

  

1000 

2000 
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ＢＧについて 

“ＢＧ（バックグラウンド）”とは、自然界に存在する放射線の総称です。自然界におい

て検出される放射線は、“宇宙線”がよく知られていますが、地盤を構成する岩石（あるい

はその風化物としての土砂）からも放射線が放出されていることは、一般にあまり知られ

ていません。（図－６）に示すように、岩種により幅を持ちながら固有の値を持ちます。す

なわちＢＧは、土質（あるいは地域）の違いによって異なる値を持つということがいえま

す。 

 

 

粘土・頁岩 

 

 

 

   

有機質 

海成頁岩 

 

 

 

   

砂・砂岩 

石灰岩・凝灰岩 

 

 

 

   

泥質 

 

 

 

   

 

石炭・亜炭・岩塩 

 

 

 

   

マグネシア 

 

 

 

   

ウラン鉱 

 

 

 

 

 

 

ＢＧは非常に微弱な放射線ですが、ＡＮＤＥＳはＢＧを感知（検出）します。 

ＢＧは土質あるいは地域によって異なりますので、この値がＲＩ計器に及ぼす影響を無

視できない場合も起こり得ます。なお、原子炉近傍といった特殊な事情を除けば、中性子

線がＢＧとして検出されることはなく、ガンマ線のみが BG として検出されます。したが

って、ＢＧを考慮する必要があるのは、ガンマ線を利用する密度計だけです。 

ＡＮＤＥＳでは、どのような土質あるいは地域に対しても、正確な測定値が得られるよ

うに、このＢＧに対する補正を行っています。以下にこの補正方法を具体的に示します。 

 

10-12g･Ｒa 相当/岩石

1g 

0.1                 1                 10               

100 

図－６ 岩石とその放射性強度 

大きい 
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ＲＩ計器の密度計の校正式は、（図－５）に示したように放射線強度（計数率比：Ｒρ）

と密度との関係式になっています。計数率比Ｒρの定義は次式の通りです。 

 

 

ここに、Ｓρ ：標準計数率 

           ＳＢＧ ：標準計数台上でのＢＧ 

           Ｎρ ：測定対象とする物質上での計数率 

           ＮＢＧ ：測定対象とする物質上でのＢＧ 

 

このように、計数率比Ｒρは、ＢＧを差し引いた計数率の相対値で表されているため、

ＡＮＤＥＳの線源から放出される放射線のみの強度が表されることになります。 

ＡＮＤＥＳではこのようにＢＧの補正を行っていますので、地域あるいは土質の違いに

関係なく、正確な密度を得ることができます。 

ＢＧ計測の目的は、自然放射線を計測することにありますので、線源棒からの放射線を

取りこんではいけません。したがって標準ＢＧ計測および現場ＢＧ計測は、線源棒を線源

コンテナに収納し、必ず本体より 20ｍ以上離してから実施してください。 

 

 

  

ＢＧ

ＢＧ

Ｓρ－Ｓ

Ｎρ－Ｎ
計数率比：Ｒρ
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１０ 故障かな？と思ったときは 

 

ＡＮＤＥＳを使用中に「故障かな？」と思われる症状が発生したときは、以下の項目を

参考にしてチェックしてください。該当する項目がない場合や、対策を行っても症状が改

善しない場合は、弊社までご連絡ください。弊社の連絡先は、本書の巻末に記載してあり

ます。 

 

標準計測から先に進めない 

ＡＮＤＥＳは標準ＢＧ計測と標準計測の結果を基に、測定器の自己診断を行っています。

測定結果に異常が発生したときには、標準ＢＧ計測および標準計測より先のステップに進

めないようにプログラムされています。以下に示す項目をチェックしてください。 

 

・ 標準計数台は正しく設置されていますか？ 

標準ＢＧ計測、標準計測を行うときは標準計数台の設置場所に注意してくださ

い。現場事務所等によく見られるようなプレハブ建屋内での標準ＢＧ計測および

標準計測は避けてください。 

 

・ 標準計数台の中に物が入っていませんか？ 

標準ＢＧ計測および標準計測を行うときは、標準計数台の中に入っているもの

をすべて取り出してください。出荷時には標準計数台の中に付属品が収納されて

いますので、これらを取り出してから標準ＢＧ計測および標準計測を実施してく

ださい。 

 

使用時間が短い 

・ 内蔵電池が十分に充電されていますか？ 

充電してから使用してください。充電する際には、充電に使用する電源

（AC100V、50/60Hz）についても確認してください。 

 

・ 内蔵電池が寿命に達している。 

正しく充電を行っても極端に使用時間が短い場合は、内蔵電池の寿命が考えら

れます。内蔵電池を交換する必要がありますので、弊社までお問い合わせくださ

い。 
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測定結果が正しく印刷されない 

・ プリンタの印刷が薄い 

インクリボンカセットを交換してください。 

 

・ 文字が重なってしまう等、印刷がうまくできない 

本体のプリンタボックス部のフタは、プリンタボックス部への砂塵の侵入を防

ぐため、必ず閉じた状態で使用するようにしてください。フタを取り外した状態

でご使用されたときは、プリンタボックス部に砂塵が侵入することによってプリ

ンタ内部の各部品が磨耗し、プリンタ故障の原因となります。プリンタボックス

部に砂塵が侵入したときは、きれいに取り除いてください。プリンタ部品が磨耗

した場合は部品の交換が必要です。弊社までご連絡ください。 

 

測定結果が異常と思われたとき 

弊社によく寄せられる症状を数例挙げます。 

・ 含水比、含水量 

水分補正係数 α（アルファ）の値は、湿潤密度以外の測定値に影響します。［６ 

材料情報の定め方］を参照して、測定対象とする材料土の適切な α を求めてく

ださい。α の値は 0～0.3 の値であることがほとんどですので、入力されている

値がこの範囲を大きく外れているようであれば、α の値を再度ご確認願います。 

 

・ Dc（締固め度） 

dmaxρ （最大乾燥密度）の入力値が不適切であると、締固め度の測定値に異

常が発生します。 dmaxρ は室内での土質試験「JIS A1210 突固めによる土の

締固め試験」より求められる値です。測定対象となる材料土の正しい室内試験結

果を入力してください。 

 

・ Sr（飽和度）、Va（空気間隙率） 

Sr（飽和度）と、Va（空気間隙率）を算出するためには、材料情報の sρ （土

粒子の密度）の値を入力する必要があります。 sρ の入力値が適正でないときは、

正しい飽和度および空気間隙率が得られません。測定対象材料土の正しい室内試

験結果を入力してください。また、水分補正係数 α の値が適正かどうかも確認し

てください。 
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その他、測定値に疑問を抱かれた場合のチェック項目 

 

・ 現場ＢＧ計測は正しく行われていますか？ 

現場ＢＧ計測時には必ず、線源棒を本体から２０ｍ以上離してください。現場

ＢＧ計測中に線源棒が近くにあると、現場ＢＧ計測の値が異常となり、正しく測

定できません。 

 

・ 測定面はきれいに整形されていますか？ 

測定面の不陸（凹凸）はなるべく平滑になるよう整形して、本体下面と隙間な

く密着するようにしてください。整形しないままの状態で測定を行いますと、密

度が小さく評価されることがあります。 

 

・ 線源棒は正しく取り付けられていますか？ 

線源棒は、本体の線源棒ガイドに挿し込み、線源棒のガイドピンが線源棒ガイ

ドの溝にはまるように確実に取り付けてください。 
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１１ 点検と保守 
 

点検および調整 

通常の使用状態においても、検出管の疲労、電池の劣化、線源の減衰が生じますので、

1～2 年間に 1 度程度の頻度で定期点検および調整を行うことが望まれます。 

 

検出管の疲労 

放射線検出管は、使用時間に応じて疲労・劣化を伴います。特性が著しく劣化した場合

は交換する必要があります。 

通常の使用頻度のもとでは、製造から 5 年以内に交換を要することはありません。ただ

し、極度に強い衝撃や不注意な浸水によって検出管の芯線の切断や端子部を破損するよう

なことがありますので、使用に際してはこのような事態は絶対に避けてください。 

 

電池の交換 

充電時間を十分にとっても、使用時間が著しく減少するような現象が生じた場合は、内

蔵電池が劣化していますので電池交換をする必要があります。 

 

線源の交換 

線源から放出される放射線は時間の経過とともに少しずつ少なくなります。本器で使用

されている線源である 60Co（コバルト 60）、252Cf（カリホルニウム 252）の半減期は

それぞれ、5.27 年および 2.65 年です。本器の有効期限は弊社で新しい線源を装着して

から３年間です。有効期限を過ぎた場合は、線源を交換しなければなりません。なお、使

用済線源の処分は弊社が責任を持って代行致します。 
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１２ 注意事項 

 

取扱上の注意 

ＡＮＤＥＳは弊社で定められた点検を経て出荷しておりますので、通常の使用条件のも

とではトラブルの発生する可能性はほとんどありません。ただし、ＡＮＤＥＳは放射線検

出装置からの信号を安定して処理する電子回路を組み込んだ精密機械ですから、使用に際

しては以下の事項に注意してください。 

 

 強い衝撃を与えないでください。（例えば運搬中の落下や乱暴な自動車運転。） 

 降雨にさらすことは避けてください。 

 本体内部には約 1.5（ｋＶ）の高圧電源が内蔵されていますので、絶対に分解し

ないでください。 

 充電コネクタの抜き差しは本体電源が OFF のときに行ってください。 

 

ハンマおよび打込棒の取扱について 

ハンマおよび打込棒は、長期間の使用により、割れが発生することがあります。割れが

発生すると、破片が飛散する恐れがありますので、軍手、ゴーグル、ニーガード等の防具

を装着して作業を行ってください。 
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１３ 表示付認証機器に関する留意事項 
 

保管と運搬 

（１）線源棒の保管 

 線源棒を保管する際は、線源棒を線源コンテナに収納した上で線源コンテナを遮

へい容器に入れてください。 

 遮へい容器の中には、水が入っています。容器に強い衝撃を与えないでください。

また、容器内部の水を排出しないでください。 

 人が頻繁に出入りする場所での保管は避けてください。 

 紛失・盗難事故が発生しないよう、保管場所には必ず施錠をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

線源棒の保管方法 

  

線源棒 

キャップ 

線源コンテナ 

遮へい容器 
線源コンテナ 
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（２）線源コンテナの施錠 

線源コンテナの施錠には、ダイヤル式南京錠と、両端が輪になっているワイヤを使用し

ます。線源コンテナの施錠の手順は以下の通りです。 

 

① 線源コンテナに線源棒を格納してください。 

② 線源コンテナにキャップを取り付けてください。 

③ ワイヤの片端（便宜的に片端○A とします）を、保管容器の取っ手の下側から上側に

通してください。 

④ ワイヤ片端○A の輪を、ワイヤのもう一方の片端（片端○B とします）の輪に通してく

ださい。 

⑤ ダイヤル式の南京錠を解錠して、南京錠のつる
．．

を線源コンテナのキャップの穴に差

し込み、線源コンテナ上部の切欠き部分から引き出してください。 

⑥ ③で輪の中を通したワイヤ片端の輪○B を南京錠のつる
．．

に通して、南京錠を施錠して

ください。線源コンテナのキャップがロックされ、南京錠を解錠しない限りキャッ

プを取り外すことができなくなります。 

 

※ダイヤル式南京錠の解錠番号は、「031」です。 
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写真―5 

片端○A  

片端○B  

ワイヤ片端○A の輪に 

片端○B の輪を通す 
ワイヤの片端○A を 

下側から取っ手に通す 

片端○A  

片端○B  

南京錠のつる
．．

をキャッ

プの穴に差し込み、線

源コンテナ上部の切欠

き部分から引き出す 

南京錠を施錠する 
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線源棒の運搬 

 線源棒を運搬される場合は、Ｌ型輸送物※の技術基準に準拠し、「Ｌ型輸送物相当」

として運搬してください。運搬される際には、以下の項目について確認してくだ

さい。 

 

 線源棒を運搬する場合は、線源棒を線源コンテナに格納して、線源コンテナを遮

へい容器に収納してください。さらに遮へい容器を輸送箱で梱包してください。

上述の梱包を行うことで、Ｌ型輸送物準拠となります。 

 

 輸送箱の側面（２面）に「放射性又は RADIOACTIVE」および「Ｌ型輸送物相

当」と記されたラベルが貼付されていることを確認してください。 

 

 放射性同位元素が含まれている輸送物であることが分かるように、梱包の内外に

ラベルが貼付されていることを確認してください。 

 

 自動車等で運搬する場合は、輸送箱から運転者の間に 1ｍ以上の距離を確保する

よう努めてください。 

 

 線源棒の運搬を運送業者に委託する場合は、弊社指定の運送業者であるセイノー

スーパーエクスプレス㈱に集荷をご依頼いただきますようお願い致します。集荷

を依頼するときは、同封の「ＲＩ計器集荷依頼票」をご使用ください。 

 

 弊社からの出荷時に、輸送に必要なラベル類を貼付して出荷致します。貼付され

ているラベル類を損傷あるいは紛失されたときは弊社までご連絡願います。その

他、運搬に際してご不明な点がございましたら、弊社までお問い合わせください。 

 

※Ｌ型輸送物とは、放射性輸送物の技術区分の中のひとつであり、輸送物中の放射性 

物質の収納量を極少量に制限することにより、その危険性を極めて小さなものに抑え

たものです。 
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線源棒運搬時の梱包 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸送箱に貼付するラベル（２種類） 

 

  

ラベル(a) 
ラベル(b) 

放 　　射　　 性

RADIOACTIVE

L型輸送物相当

U N 2 9 1 1

① 上部ケース 

② 上部押さえ 

③ スペーサ 

④ 線源コンテナ 

⑤ 遮へい容器 

⑥ 下部ケース 

⑦ ラッシングベルト 

⑧ ラベル(a) 

⑨ ラベル(b) 

① 

② 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑨ 

⑧反対側にも貼

ってあります 

⑨ 

⑦ 

⑨ 

放 　　射　　 性

RADIOACTIVE

L型輸送物相当

U N 2 9 1 1

③ 
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表示付認証機器の正しい取扱いについて 

ＡＮＤＥＳは下記の放射性同位元素（ラジオアイソトープ）を使用しています。 

・ ガンマ線源 60Co ：2.59MBq（メガベクレル） （密度測定用） 

・ 中性子線源 252Cf ：1.11MBq（メガベクレル） （水分測定用） 

 

※MBq（メガベクレル）とは、放射性同位元素が放射線を出す能力の大きさを示す単位

です。 

 

これらの放射性同位元素は、線源棒先端に装着されたステンレスカプセルに密封されて

おり、放射性同位元素が外部に漏出することはありません。線源棒に装着されている放射

性同位元素は非常に弱いものですが、「放射性同位元素等による放射線障害の防止に関す

る法律」の「放射性同位元素装備機器」に該当し、同法律の適用を受けますので、ご使用

にあたり少々の注意点がございます。 

ＡＮＤＥＳは誰でもご利用いただくことができますが、放射性同位元素装備機器を取扱

うにあたっての基本的な諸注意を認識していただき、使用に際して万が一にもトラブルが

生じないようお願い申し上げます。 

放射線の安全管理上の三原則は、 

１． 距離をとること。 

２． 使用時間を短くすること。 

３． 適当な遮へいを講ずること。 

です。これらを常に念頭において、測定中はもとより保管時、運搬時においても、以下の

注意事項に従っていただきますようお願い申し上げます。 

 

イ） 不用意に線源棒に接近しないでください。 

ロ） 線源棒は慎重な取扱いをお願い致します。 

ハ） 人が頻繁に出入りする場所での保管は避けてください。 

ニ） 紛失・盗難事故の発生しないよう、線源棒は施錠ができる場所で保管し、保

管／管理にあたっては厳重な注意を払ってください。 

ホ） 線源棒を廃棄するときは、必ず弊社にご連絡ください。弊社で責任をもって

廃棄処分します。くれぐれも金属ゴミや産業廃棄物として投棄されないよう、

お願い致します。 

ヘ） 測定される方には注意事項を徹底していただき、正しい取扱いを行うようご

指導願います。 

ト） 不測の事態により、測定器に損傷を生じた場合は、直ちに弊社までご連絡願

います。 

チ） その他、ご不明な点がございましたら、弊社までご連絡願います。 
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１４ 弊社ホームページのご案内 
 

弊社ホームページでは、ＡＮＤＥＳの取扱方法について詳しく解説した動画や、ＡＮＤ

ＥＳで測定されたデータをパソコンに転送するためのソフトウェアを公開しております。

本書と併せて、下記アドレスの弊社ホームページもご覧ください。 

 

ソイルアンドロックエンジニアリング㈱ ホームページ 

http://www.soilandrock.co.jp/ 

 

ＡＮＤＥＳ取扱方法の動画 

http://www.soilandrock.co.jp/andes_movie 

 

「ＲＩ計器通信ソフト」のダウンロード 

http://www.soilandrock.co.jp/downloads 

 

http://www.soilandrock.co.jp/
http://www.soilandrock.co.jp/andes_movie
http://www.soilandrock.co.jp/downloads
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取扱説明書 
「Ver．４－６Ｊ」 

 

 

 

平成２９年（２０１７年） １１月改訂 

 

表面型ＲＩ密度水分計

 SRDM-2SV（ＮEXCO 認定仕様、表示付認証機器 ○セ 026） 

アンデス 



 

１ 

 

重要注意事項 

 

本器は「放射性同位元素等による放射線障害防止に関する法律」に基づき、法令で定め

られた申請・審査手続きを経た上で設計および安全性についての認証を取得した「表示付

認証機器」に該当します。表示付認証機器のご使用にあたっては、前述の法令の適用を受

けますので、法に基づいたご使用をお願い致します。 

表示付認証機器を安全にお使いいただくために、ご使用前には必ず「取扱説明書（本書）」

および別添の「安全取扱説明書」を熟読願います。本器を取扱う際の基本的な諸注意をご

認識していただき、ご使用に際してトラブルが生じないようお願い申し上げます。 

特に、本器のうち放射性同位元素が含まれる部分である線源棒の使用・保管にあたって

は、細心の注意を払っていただき、くれぐれも紛失や盗難等の事故が発生しないよう、心

がけてください。万一、線源棒の盗難や紛失が発生したときは、警察署および原子力規制

委員会への通報・届出が必要となり、線源棒の捜索期間中、長期間の工事中断を強いられ

る場合もございます。 
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概 要 
 

◆ ＡＮＤＥＳ（ＳＲＤＭ－２ＳＶ、ＮＥＸＣＯ認定仕様）は、土工事における“土

の締固め管理”を目的とした密度水分計です。 

 

 ＡＮＤＥＳは、密封ラジオアイソトープ（ＲＩ）を利用した非破壊測定器ですの

で､地盤を乱すことなく、まさ土､ローム、粘土等どんな土でも密度および含水比

をわずか１分で測定することができます。 

 

 ＡＮＤＥＳは、地山、切土、盛土等の測定場所や､あらゆる土質をカバーして正確

な含水比を測定することができます。これは測定する土の密度および、土質の違

いによる、有機物や結晶水という非自由水の含有量の差による測定値のズレを補

正する機能を備えているからです。 

 

 ＡＮＤＥＳは、信頼性･安全性という基本設計思想に加えて機動性を追求した結果、

取扱いは簡単で、誰でも手軽に扱えます。さらに、土工事現場の環境条件に十分

耐え得る、優れた機能を備えています。 

 

 ＡＮＤＥＳは、ＮＥＸＣＯ（東日本高速道路㈱、中日本高速道路㈱、西日本高速

道路㈱）の認定を受けた測定器であり、ＮＥＸＣＯの盛土管理基準に規定された

手順に従って動作するようにプログラムされています。 

 

 Wi-Fi（IEEE802.11b/g 準拠）の無線通信機能を備えていますので、ＡＮＤＥ

Ｓで計測したデータを Windows パソコンや Windows タブレットへ無線通信で

転送できます。 

 

 ＡＮＤＥＳをご使用になるときには、原子力規制委員会への届出が必要となりま

す。（必要な書類様式等は弊社でご用意致します。） 
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１ 仕様 
 

 

 

  

測 定 方 式  
密 度：ガンマ線透過型 

水 分：速中性子線透過型 

測 定 範 囲  

（校正範囲） 

密 度：1.0～2.5（g/cm3） 

水 分：0～1.0（g/cm3） 

測 定 深 さ  20cm 

測 定 時 間  
標準計測：10 分 標準ＢＧ計測：１０分 

現場計測：1 分 

線 源 

ステンレスカプセル密封 

ガンマ線源：60Co（コバルト 60） 2.59MBq（メガベクレル） 

中性子線源：252Cf（カリホルニウム 252） 1.11MBq（メガベクレル） 

検 出 管  
密度計：GM 計数管 

水分計：3He 比例計数管 

使 用 温 度  0～50℃（ただし結露しないこと） 

表 示 液晶デジタル表示（115×86mm） 

通 信 

有線：RS232C に準拠 

無線：Wi-Fi（2.4GHz , IEEE802.11b/g 準拠） 

通信距離：およそ 10m（環境により通信距離は変化します） 

記 録 ドットインパクトプリンタ 

電 源 
小型制御弁式鉛蓄電池（DC 6V） 

充電式、連続 10 時間以上使用可（無線通信機能有効時） 

本 体 重 量  10.5（kg） 

本 体 寸 法  340W×260D×145H（mm） 
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２ 構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成品 その１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成品 その２ 

 

※上記構成品の他に、ＣＤ1 枚、取扱説明書（本書）、原子力規制委員会への届出案内

を含む書類一式が付属します。 

本体 

本体トランク 

充電器 

標準計数台 

線源コンテナ 
（線源棒収納） 打込棒 

ハンマ 

プリンタ用紙 

付属品 
収納袋 ベースプレート 

インクリボン 
カセット 

遮へい容器 

（線源保管容器） 

線源輸送箱 線源盗難防止用 

（南京錠、ワイヤ） 

引抜棒 

通信ケーブル 



７ 

 

表－１ 構成品一覧 

ＡＮＤＥＳ本体（SRDM-2SV、NEXCO 仕様） 

線源棒（線源コンテナに収納） 

標準計数台 

遮へい容器（線源保管容器、線源盗難防止用南京錠およびワイヤ付属） 

線源輸送箱 

付属品 

本体トランク 

充電器 

ベースプレート 

打込棒（引抜棒付属） 

ハンマ 

プリンタ用紙 

インクリボンカセット 

付属品収納袋 

通信ケーブル 

ＲＩ通信ソフトインストールＣＤ 

添付書類 
取扱説明書、安全取扱説明書、表示付認証機器届出関係書類、検査表、 

ＲＩ通信ソフト取扱説明書、ＵＳＢ-ＲＳ２３２Ｃコンバータ取扱説明書 
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SR-####

####年 ##月

SR-####
####年 ##月

登　録
番　号

計　器
型　式

SRDM-2SV

計　器
番　号

線　源
番　号

SR####

有　効
期　間

RI計器性能確認試験済証
##-###

SR####

　　H##.#.#　～　H##.#.#

試験認定
機　　関

㈱高速道路総合技術試験所

ま

３ 各部の名称と役割 

 

本体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　　　　　　　　ご使用に関する注意事項

 本測定器は「放射線障害防止に関する法
律」に基づいた「設計認証機器」です。
 本測定器は、必ず本体に表示されたシリア
ル番号(SR-####)と同一の番号が刻印された
線源棒と組み合わせてご使用下さい。

機器の種類と使用放射性同位元素の数量

種類：表面型密度水分計

放射性同位元素の種類及び数量
60Co  :2.59MBq
252Cf :1.11MBq

SR-####
####年##月

プリンタボックス 液晶パネル 操作パネル 

電源スイッチ 

製造番号 
ラベル 

製造番号 
ラベル 

コントラスト
調整ボリュー
ム 

認証銘板 
本器の設計認証の認
証番号が表記されて
います。 

注意事項表記ラベル 
本器の取扱いに関する注
意事項が表記されていま
す。 

線源棒ガイド 
線源棒を本体に固定する部分です。 

取っ手 

RI 計器性能確認試験済証 
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プリンタボックス内部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

線源棒 

 

 

 

 

 

 

 

  

充電コネクタ 

充電器を接続するコネクタです。 

充電時以外はキャップをはめてお

いてください。 

通信コネクタ 

Windows パソコンへのデータ

転送時に使用します。 

使用時以外はキャップをはめて

おいてください。 

＊通信コネクタは 25 ピン仕様

（左図）と 9 ピン仕様の 2 種

類がございます。 

 

プリンタ 

測定結果を印刷します。 

インクリボンカセット 

プリンタのインクリボンカ

セットです。 

プリンタ用紙巻取り軸 

測定結果を印刷したプリ

ンタ用紙を巻き取ります。 

製造番号刻印 

密封放射線源装着位置 

微弱な放射線が常時出ています。 

直接、手で握らないでください。 

ガイドピン 

EJECT P
U

S
H

 

ハンドル 

線源棒を取り扱う際は、この部分を

持つようにしてください。 
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４ 液晶パネル・操作パネルの機能と印刷の内容 
 

液晶パネルの表示とバックライトの動作 

本体の液晶パネルには、操作の手順および測定結果が表示されます。（表示－１） 

液晶パネルのバックライトは、計測動作中は消灯し、計測動作終了から 5 秒後に再度点

灯するようになっています。また、操作パネルのキー操作を行わず 1 分間経過するとバッ

クライトが消灯します。この場合は、いずれかのキーを押すことでバックライトが再度点

灯します。 

 

※本体の製造時期によって、液晶パネルにバックライト機能が搭載されていないものも

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示－１ 液晶パネルの表示例 

 

 

 

  

17年 05月 01日    残メモリー ###点    - 

  

          密度    水分 

標準計数率   ３０９０   ７５２ 

標準ＢＧ      ３３ 

現場ＢＧ      ２８ 

 現場計数率      ０     ０ 

 

  ＊＊  標準測定   ＊＊ 

 

線源棒をセットして下さい。 

スタートキーを押して下さい。測定を行います。 

 

 

17年 05月 01日    残メモリー ###点    - 

  

 湿潤密度＝1.988g/cm3      (ρｔ） 

 乾燥密度＝1.913g/cm3       (ρｄ） 

  含水比＝  3.9%3             (ω） 

  含水量＝0.074g/cm3      (ρm） 

  飽和度＝ 26.2%3        (Ｓｒ） 

  空気率＝20.91%3       （Ｖa） 

  締固度＝ 98.0%3       （Ｄc） 

 

 

 

STA 125＋40  L＋20  DEPTH 00.7   No.1 

E1-01(5)  ρｄｍ＝１．９５３  ρｓ＝２．６７０  α＝０．０９５ 
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操作パネル 

本体の操作パネルには、下図に示す各種キーが配置されており、それぞれ次のような機

能を持っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作パネル 

  

⑦  ⑧  ⑨  ⑥  ⑤  

①  

③  

②  

表 示 

切 換 

ア ル 

フ ァ 

材 料 

情 報 

紙 

送 り 

 標 準 

Ｂ Ｇ 

標 準 

計 測 

標 準 

Ｂ Ｇ 

現 場 

Ｂ Ｇ 

現 場 

計 測 

ＳＴＡＲＴ 

El 

４ 
Eu 

５ 
ＳＧl 

６ 

ＢＣ 

０   

④  

ＥＲ ＥＧ 

ＳＧu ＢＡ ＢＢ 

Ｌ Ｒ 

９ 

１ ２ ３ 

７ ８ 
Ｃ Ｌ 
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 次頁で、置数キーに記載された記号について詳しく説明します。 

  

①  モード 
測定モードを示すキーです。キー上の LED ランプが灯しているモ

ードの測定を行います。 

②  スタート 測定を開始します。 

③  置数 

工種、材料番号、STA 番号、測定位置、水分計の補正係数、最大

乾燥密度、土粒子の密度などの数値を入力するキーです。各キーの

下段の記号は、道路横断位置（7）と工種（0～6、8、9）を示し

ています。 

④  カーソル 画面上のカーソルを移動させるキーです。 

⑤  表示切替 画面に表示される項目の切替操作を行います。 

⑥  アルファ 
アルファ測定モードに入るためのキーです。 

水分補正係数α（アルファ）を求める測定を行います。 

⑦  材料情報 
材料情報を本体内メモリーに登録するモードに入るためのキーで

す。 

⑧  紙送り プリンタの紙送り操作を行うキーです。 

⑨  リターン 入力した数値等の確定操作をするときに使用するキーです。 
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置数キーの工種記号の説明 

 

ＮＥＸＣＯの工事では、１施工面あたりの RI 計器による測定点数が工種ごとに規定され

ています。各工種の１施工面あたりの測定点数すなわち規定点数は以下の通りです。 

 

下部路体（El）、上部路体（Eu）  ：１5 点 

下部路床（SGl）、上部路床（SGu）  ：１5 点 

盛土地盤材（EG）   ：１5 点 

裏込め材Ａ（BA）、裏込め材 B（BB） ：6 点 

埋め戻し（BC）    ：6 点 

補強土壁裏込め（ER）   ：15 点あるいは 6 点 

 

※補強土壁裏込め（ER）は、工事箇所によって規定点数が 15 点の場合と 6 点の場合

があります。事前に ANDES の測定を行う工事箇所の規定点数を確認してください。 

道路横断位置 
L （レフト） 
CL        （センター） 
R （ライト） 

ＥＧ 
 

Ｌ Ｒ ＥＲ 

７ 

  

８ ９ 

Ｅｌ 

４ 
下部路体 

Ｅｕ 

５ 
上部路体 

ＳＧｌ 

６ 
下部路床 

ＳＧｕ 

１ 
上部路床 

２ 
ＢＡ 

裏込め材Ａ 

３ 
ＢＢ 

裏込め材Ｂ 

０ 
ＢＣ 

埋戻し 

Ｃ Ｌ 
補強土壁裏込め 盛土地盤材 
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印刷の内容 

測定データは自動でプリンタから印刷されます。印刷される内容は（印刷例－1）の通

りです。現場ＢＧモードの測定終了後に共通事項とＩＮＤＥＸが印刷されます。各測点の

測定データは、１点の現場計測が終了するたびに印刷されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＮＤＥＸ 

測定データ 

諸統計量 

共通事項 

                (SR-2500) 
 17.05.01        PNo. 35 
   BA -01(0)   α  0.095 
            ρdmax 1.935 
            ρs    2.670 
  DENS MOIS( SBG)(  BG) 
  2689 1070(  42)(  37) 
 
 STA     RCL    DEPTH 
  Va     Dc     Sr  
  W     ρt     DENS 
 ρm    ρd     MOIS 
  
No.1             PNo. 36 
 000+02  L+00     1.0(m) 
  17.5   98.4     32.4 
   4.2  2.064      518 
 0.084  1.980     2393 
 
 
No.6             PNo. 41 
 000+06  L+00     1.0(m) 
  18.3   99.3     32.4 
   4.5  2.034      530 
 0.088  1.946     2417 
 
17.05.01         PNo. 42 
       Dc     Va     W 
 μ   99.2   18.3    4.7 
 σ    1.5    0.5    0.5 
MAX   99.6   18.3    5.4 
MIN   98.2   17.5    4.0 
 
      ρt    ρd     Sr 
 μ  2.030  1.940   32.9 
 σ  0.022  0.030    2.1 
MAX  2.064  1.980   35.8 
MIN  2.006  1.903   29.5 

印刷例－１ 
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５ ＲＩ計器の制御フロー 

 

ＮＥＸＣＯの土工施工管理要領では、NEXCO の盛土管理基準に沿った測定手順を満足

するように使用するＲＩ計器の制御フローが定められています。土工施工管理要領で定め

られたＲＩ計器の制御フローは、以下①～⑫のステージで構成されています。 

 

ステージ①：標準 BG 計測・標準計測の実施のチェック 

ステージ②：工種・材料 No.の入力 

ステージ③：現場 BG 計測 

ステージ④：共通事項の印刷 

ステージ⑤：測定位置入力 

ステージ⑥：現場計測 

ステージ⑦：測定結果の印刷 

ステージ⑧：測定点数のチェック 

ステージ⑨：諸統計量の計算・印刷 

ステージ⑩：標準ＢＧ計測・標準計測 

ステージ⑪：材料情報の入力 

ステージ⑫：α（アルファ）測定 
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NG 

NO 

電 源 投 入 

 標準 BG 計測と標準計測

が本日実施されたか 

標準 BG 計測、標準計測 

  Ｓρ 密度計標準計数率 

  Ｓｍ 水分計標準計数率 

  ＳBG 標準ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ 

 α測定 

水分補正係数設定の 

 ための計測 

現場ＢＧ計測 

（現場ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ） 

現場計測 

  Ｎρ 密度計現場計数率 

  Ｎｍ 水分計現場計数率 

  
工種および材料№ 

の入力 

    材料情報の入力 

    ρdmax 最大乾燥密度 

    ρs  土粒子の密度 

    α  水分補正係数 

 ρs は 2.3～3.0 

の範囲か 

 αはＬi 相当で 

25%以下か 

 該当する材料情報 

があるか 

 現場 BG の値は 

2000cpm 以下か 

 測定位置入力 

STA、L CL  R、DEPTH 

共通情報を印刷出力 

1 測点分の測定結果を 

印刷 

 1 施工面分のデータ（１５点ある

いは６点）の諸統計量を計算して 

印刷 

 規定点数 

測定完了か 

 減衰曲線との差は 

±12σ以内か 

NG 

① 

⑩ 

OK 

YES 

NG 

OK 

（注 1） 

NO 

（再入力） 

YES 

NO 

YES 

（注 1） 
 材料情報は 9 工種（ER､EG､El､Eu､

SGl､SGu､BA､BB､BC）に対し、01
～39 まで各々39 材料分。メモリー
形式は、 

 基準試験番号、ρdmax､ρs､α 
 基準試験番号は 0 から 9 まで自動加

算 

（注 2） 
 プリント№は午前 0 時を以ってリ

セット、出力内容（種類）の如何
を問わず、1 群のプリントアウト
で積算する。001～999 まで連
番。測定№は、電源 OFF あるいは、
平均値などの諸統計量のプリント
アウト後リセット。1～15（EG､
El､Eu､SGl､SGu）、1～6（BA､
BB､BC）、1～15or1～6（ER）
まで連番・自動加算 

（注 3） 
 規定点数は入力された工種により 
 自動的にセット。ER は要入力。 
  EG､El､Eu､SGl､SGu･･･15 点 

BA､BB､BC･････････････6 点 
ER ･･･････15 点あるいは 6 点 

 （注 2） 
プリント№ 
年月日､工種､材料（基準）№ 
Sρ､Ｓm､SBG､BG 
ρdmax、ρs、α 

 （注 2） 
プリント№､測定№ 
測定位置（STA､L CL  R､ 

DEPTH） 
測定値（ρt､ρd､ρm､w､ 
Dc､Va､Sr､Nρ､Nm） 

プリント№ 
Dc､Va､w､ρt､ρd､Sr 
について各々 
μ（平均値）、σ（標準偏差）、 
max（最大値）、min（最小値） 

YES 

⑪ 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

（注 3） 

※本体の電源 OFF はどの時点でも可

能 

⑫ 

ＲＩ計器の制御フロー 

    （ＮＥＸＣＯ 土工施工管理要領に基づき作成） 

NO 



 

１７ 

 

ソフト動作の説明 

以下にソフト動作について説明します。なお、本書で START のような四角囲いの表記

は、本体の操作パネルのキー操作を行うことを表しています。具体的な操作方法について

は、[６ 測定の方法]をご覧ください。 

 

ステージ① 電源投入、有効期限および標準 BG・標準計測のチェック 

本体の電源を ON にすると、はじめに計器の

有効期限のチェックが行われます。有効期限内

であれば５分間のウォーミング・アップが始ま

ります（表示－２）。有効期限が切れている場合、

本器を使用することはできません（表示－３）。 

ウォーミング・アップが終了するとブザーが

鳴り、標準ＢＧ計測と標準計測が当日既に実施

されているかどうかチェックされます。標準Ｂ

Ｇ計測と標準計測が実施されていなければ、ス

テージ⑩（P.18）に移行します。標準ＢＧ計測

と標準計測が既に実施されていればステージ② 

工種・材料 No.の入力（P.19）に進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

有効期限＝19年０４月３０日 

  

  

 

 

  

 

［ 後２９９秒 ］ 

 

 

 

 

 

ＷＡＲＭＩＮＧ ＵＰ 

表示－２ 

    - 

 

   有効期限＝16年 04月 30 日 

 

   本日  ＝17年 06月 01 日 

 

 

 有効期限が切れています。この計器は 

 使用出来ません。 

表示－３ 
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ステージ⑩ 標準計測モード（ステージ①およびステージ②からの分岐） 

液晶パネルが（表示－４）になります。

標準ＢＧのランプが点灯しています。 

ＳＴＡＲＴを押すと、標準ＢＧ計測が始ま

ります。標準ＢＧ計測は 10 分間で、計測終

了時にブザーが鳴ります。 

画面は（表示－５）となり、標準計測のラ

ンプが点灯します。ここでＳＴＡＲＴを押す

と、10 分間の標準計測が始まります。10 分

経過後にブザーが鳴ります。 

計測された標準計数率は、ＡＮＤＥＳが弊

社の出荷検査に合格した時を起点として理論

的に計算される値と比較され、計測値が適正

かどうかの判定がなされます。計測値と理論

計算値の差が規定された誤差範囲内であれば、

ステージ② 工種・材料 No.の入力（P.19）

に進みます。規定された誤差範囲を外れてい

れば、異常と判断され、（表示－４）に戻りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

  

          密度    水分 

標準計数率   ３０９０   ７５２ 

標準ＢＧ      ３３ 

現場ＢＧ      ２８ 

 現場計数率      ０     ０ 

 

   ＊＊  標準測定   ＊＊ 

 

線源棒セットして下さい。 

スタートキーを押して下さい。測定を行います。 

 

 

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

  

          密度    水分 

標準計数率   ３０９０   ７５２ 

標準ＢＧ      ３３ 

現場ＢＧ      ２８ 

 現場計数率      ０     ０ 

 

  ＊＊  標準ＢＧ 測定   ＊＊ 

 

線源棒は本体より２０m以上離して下さい。 

スタートキーを押して下さい。測定を行います。 

 

 

 表示－４ 

表示－５ 
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ステージ② 工種・材料 No.の入力 

液晶パネルは（表示－６）となります。画

面左下部の工種と材料 No.を入力してくださ

い。工種は置数キーの 0～6、8、9 の下に記

号で示されています（P.13）。工種※の入力

が終わるとカーソルが右に移動し、材料 No.

の下で点滅しますので、２桁の数値を入力し

てください（例えば、材料 No.が 1 のときは

“01”と入力してください）。 

 

 

 

 

 

入力した工種、材料 No.に該当する材料情報が本体の内部メモリーに登録されていれば

その材料情報が表示され、ステージ③ 現場ＢＧ計測（P.22）に進みます。 

材料情報が内部メモリーに登録されていなければ材料情報は空欄となります。その場合

は、ステージ⑪（P.20）の材料情報入力モードで材料情報の入力が必要です。 

 

※工種 ER（補強土壁裏込め）は、工事箇所によって規定点数が 15 点の場合と 6 点の場

合があります。したがって、事前に測定を行う工事箇所の規定点数を確認していただき、

規定点数が 15 点であるのか 6 点であるのかを入力する必要があります。規定点数の入

力は、ＢＧモードへ移行した時に行ってください。工事箇所の規定点数が 15 点の場合

は 1 キーを、6 点の場合は 6 キーをそれぞれ押してください。（表示－7） 

 

 

  

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

 

＊＊工種・材料・基準試験 No.入力＊＊ 

 

工種、材料 No.入力 

 

リターンキー：現場 BG測定 

材料情報キー：材料情報入力 

アルファキー：アルファ測定 

標準 BGキー：標準体計測 

工種、材料 No.を入力すると現在設定の 

基準試験 No.・材料情報を表示します。 

 

El-01(5)  ρｄｍ＝１．９５３  ρｓ＝２．６７０  α＝０．０９５ 

 
表示－６ 

表示－7 

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

  

          密度    水分 

標準計数率   ３０９０   ７５２ 

標準ＢＧ      ３３ 

現場ＢＧ      ２８ 

 現場計数率      ０     ０ 

 

  ＊＊  現場ＢＧ 測定   ＊＊ 

線源棒は本体より２０m以上離して下さい。 

スタートキーを押して下さい。測定を行います。 

 

規定点数？ １：１５点 ６：６点 

ER-01(5)  ρｄｍ＝１．９５３  ρｓ＝２．６７０  α＝０．０９５ 

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

  

          密度    水分 

標準計数率   ３０９０   ７５２ 

標準ＢＧ      ３３ 

現場ＢＧ      ２８ 

 現場計数率      ０     ０ 

 

  ＊＊  現場ＢＧ 測定   ＊＊ 

線源棒は本体より２０m以上離して下さい。 

スタートキーを押して下さい。測定を行います。 

15 

 

ER-01(5)  ρｄｍ＝１．９５３  ρｓ＝２．６７０  α＝０．０９５ 

工種 ER 

規定点数 

15 点 or 6 点 

El – 01 (5) 

工種 
材料 
No. 

基準試験 
No. 

材料情報 



２０ 

 

ステージ⑪ 材料情報入力モード（ステージ②からの分岐） 

ステージ②の画面（表示－６）で材料情報を押

すと、材料情報入力モードに移行します。（表示－

８）。 

材料情報とは以下の３種類の数値です。 

α ：水分補正係数α（アルファ） 

ρdm ：最大乾燥密度（ρdmax の略表記） 

ρs ：土粒子の密度 

 

 

画面最下段の ρdm、ρs、αの材料情報の各数

値は空欄となり、（）内の基準試験 No.の数値が自

動的に 1 つ加算されます。なお、基準試験 No.

が 9 に達すると、次は 0 に戻ります。 

ρdm、ρs、αを順に入力してください。 

リターンを押すと入力した数値が登録されま

す。リターンを押す前であれば入力した数値を訂

正することができます。入力した数値について、

その値が適正であるかについて以下のチェックが

行われます。 

土粒子の密度ρs ： 2.3～3.0（g/cm3）の範囲にあるか 

水分補正係数α ： 0～0.6 の範囲にあるか 

 

上述の範囲外であれば、数値が登録されず、該当箇所にカーソルが移動しますので数値

の訂正入力をしてください。ただし、例外として、以下のときは登録されます。 

ρdm＞0 のときのρs＝0  

あるいは、 

ρs＝2.3～3.0 のときのρdm＝0 

 

材料情報の登録が終われば、ステージ② 工種・材料 No.の入力（P.19）に戻ります。 

 

※ρdm、ρs、α のそれぞれの値は、事前に求めておく必要があります。最大乾燥密

度 ρdm、土粒子の密度 ρs については、「JIS A1210 突固めによる土の締固め試

験」、「JIS A1202 土粒子の密度試験」より、それぞれ求められます。水分補正係

数αは、次頁のステージ⑫ α 測定モードであらかじめ求めておく必要があります。 

  

     

土粒子の
密度ρs 

最大乾燥密
度ρdmax 

水分補正
係数α 

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

  

＊＊工種・材料・基準試験 No.入力＊＊ 

 

材料情報入力 

 

リターンキー：確定、登録。 

        工種・材料 No.入力 

 

 

リターンキーを押す前であれば訂正す 

る事が出来ます。 

 

El-01(5)  ρｄｍ＝１．９５３  ρｓ＝２．６７０  α＝０．０９５ 

表示－８ 

 

基準試験 No. 



２１ 

 

ステージ⑫ α測定モード（ステージ②からの

分岐） 

ステージ②の画面（表示－9）で、工種と材

料 No.を入力して、アルファを押してください。

アルファ測定モードに移行します。 

 

 

 

画面下から２行目の STA の数値の下でカー

ソルが点滅していますので、α測定を実施する

地点の測定位置の数値（STA、L CL  R、DEPTH）

と基準試験 No.をそれぞれ入力してください

（表示－１０）。いずれかの数値を入力すると、

現場 BG のランプが点灯します。 

ＳＴＡＲＴを押すと、1 分間の現場 BG 計測

が始まり、計測終了時にブザーが鳴ります。 

 現場 BG 計測が終了すると、（表示－１１）

となり、現場計測のランプが点灯します。 

 ＳＴＡＲＴを押すと１分間のα測定が始ま

ります。計測終了時にブザーが鳴り、水分補正

係数αと含水比 w の対比表が印刷され、（表示

－１２）になります。 

リターンを押すとステージ② 工種・材料

No.の入力（P.19）に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

 

           密度    水分 

標準計数率   ３０９０   ７５２ 

標準ＢＧ      ３３ 

現場ＢＧ      ２８ 

 現場計数率    ８０１   ４４２   

 

＊＊  アルファ測定   ＊＊ 

測定終了。本体の下の試料を採取し、炉 

乾燥して下さい。 

リターンキー ： 工種・材料 No.入力 

STA 125＋40  L＋20  DEPTH 00.7   No.1 

El- 01(6)  ρｄｍ＝   ρｓ＝   α＝ 

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

  

＊＊工種・材料・基準試験 No.入力＊＊ 

 

材料情報入力 

 

リターンキー：確定、登録。 

        工種・材料 No.入力 

 

 

リターンキーを押す前であれば訂正す 

る事が出来ます。 

 

El-01(5)  ρｄｍ＝１．９５３  ρｓ＝２．６７０  α＝０．０９５ 

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

 

           密度    水分 

標準計数率   ３０９０   ７５２ 

標準ＢＧ      ３３ 

現場ＢＧ      ２８ 

 現場計数率      ０     ０ 

 

＊＊ アルファ測定  ＊＊ 

 

線源棒をセットして下さい。 

ｽﾀｰﾄｷｰを押して下さい。測定を行います。 

STA 125＋40  L＋20  DEPTH 00.7   No.1 

El-01(6)  ρｄｍ＝   ρｓ＝   α＝   

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

 

           密度    水分 

標準計数率   ３０９０   ７５２ 

標準ＢＧ      ３３ 

現場ＢＧ      ２８ 

 現場計数率      ０     ０ 

 

＊＊ アルファ測定 （BG）＊＊ 

線源棒は本体より 20ｍ以上離して下さい。 

測定位置を入力して下さい。 

ｽﾀｰﾄｷｰを押して下さい。測定を行います。 

STA 125＋40  L＋20  DEPTH 00.7 

El-01(6)  ρｄｍ＝   ρｓ＝   α＝   

 

表示－９ 

表示－１０ 

表示－１１ 表示－１２ 

工種と材料 No.を入力し
てからアルファを押す 

測定位置と基準試験 No.
を入力 



２２ 

 

ステージ③ 現場ＢＧモード 

現場ＢＧのランプが点灯し、画面は（表示－

１３）になります。ＳＴＡＲＴを押すと 1 分間

の現場ＢＧ計測が始まります。現場ＢＧ計測終

了時にブザーが鳴ります。 

 

ステージ④ 共通事項の印刷 

現場ＢＧ計測終了時に、プリンタに日付や工

種等の共通事項が印刷されます。 

 

ステージ⑤ 測定位置の入力 

画面は（表示－１４）になります。画面下か

ら２行目の STA の数値の下でカーソルが点滅

していますので、測定位置（STA、L CL  R、

DEPTH）の値をそれぞれ順に入力します。  

ＳＴＡＲＴを押す前であれば、入力した値を訂

正することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

  

          密度    水分 

標準計数率   ３０９０   ７５２ 

標準ＢＧ      ３３ 

現場ＢＧ      ２８ 

 現場計数率      ０     ０ 

 

  ＊＊  現場ＢＧ 測定   ＊＊ 

 

線源棒は本体より２０m以上離して下さい。 

ＳＴＡＲＴを押して下さい。測定を行います。 

 

El-01(5)  ρｄｍ＝１．９５３  ρｓ＝２．６７０  α＝０．０９５ 

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

  

          密度    水分 

標準計数率   ３０９０   ７５２ 

標準ＢＧ      ３３ 

現場ＢＧ      ２８ 

 現場計数率      ０     ０ 

 

＊＊  現場 測定   ＊＊ 

測定位置を入力して下さい。 

ｽﾀｰﾄｷｰを押して下さい。測定を行います。 

 

STA 125＋40  L＋20  DEPTH 00.7   No.1 

El-01(5)  ρｄｍ＝１．９５３  ρｓ＝２．６７０  α＝０．０９５ 

3 表示－１４ 

） 

表示－１３ 

） 



２３ 

 

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

  

 湿潤密度＝1.988g/cm3     （ρｔ） 

 乾燥密度＝1.913g/cm3     （ρｄ） 

  含水比＝ 3.9%        （ω） 

  含水量＝0.074g/cm3      （ρm） 

  飽和度＝ 26.2%         （Sｒ） 

  空気率＝20.91%         （V a） 

  締固度＝ 98.0%         （Dｃ） 

 

 

 

STA 125＋40  L＋20  DEPTH 00.7   No.1 

El-01(5)  ρｄｍ＝１．９５３  ρｓ＝２．６７０  α＝０．０９５ 

 

ステージ⑥ 現場計測モード 

ＳＴＡＲＴを押すと 1 分間の現場計測が

始まります。 

 

ステージ⑦ １点の現場計測終了 

計測終了時にブザーが鳴り、プリンタに結

果が印刷されます。このとき表示切替を押す

ことで液晶パネルの表示が交互に切り替わり

ます。（表示－１５と表示－１６） 

 

ステージ⑧ 測定点数のチェック 

1 点の計測が終了したときに、工種ごとに

規定された1施工面あたりの規定点数の現場

計測が実施されたかどうかについてチェック

が行われます。規定点数の現場計測が完了し

ていればステージ⑨に進みます。完了してい

なければ、測定位置（STA、L CL  R、DEPTH）

のいずれかの数値を変更・入力することによ

って現場計測のランプが点灯し、次の測定位

置における現場計測の待機状態になります。 

 

ステージ⑨ 諸統計量の算出、印刷 

工種ごとに定められた１施工面あたりの規

定点数の現場計測が完了すると、測定データ

の平均値、標準偏差、最大値、最小値が算出

され、プリンタに印刷されます。印刷終了後、

制御フロー上はステージ① 標準 BG 計測・標準計測の実施のチェック（P.17）に戻りま

すが、有効期限および標準ＢＧ・標準計測のチェックは既に完了していますので、実質ス

テージ② 工種・材料 No.の入力（P.19）に戻ることになります。 

 

※現場計測モードの途中、規定点数の現場計測が完了していない状態で本体電源を OFF

にした後に再度電源を ON にすると、制御フロー上はウォーミング・アップ終了後に

ステージ① 標準 BG 計測・標準計測の実施のチェック（P.17）に戻ります。ただ

し、当日の有効期限のチェックと、標準ＢＧ計測および標準計測は既に完了していま

すので、実質ステージ⑤ 測定位置入力（P.22）に戻ることになり、規定点数まで

の現場計測を継続することができます。  

17年 06月 01日   残メモリー ###点    - 

  

          密度    水分 

標準計数率   ３０９０   ７５２ 

標準ＢＧ      ３３ 

現場ＢＧ      ２８ 

 現場計数率      ０     ０ 

 湿潤密度＝1.988g/cm3 飽和度＝26.2% 

 乾燥密度＝1.913g/cm3 空気率＝20.91% 

  含水比＝ 3.9%      締固度＝98.9% 

  含水量＝0.074g/cm3 

 

STA 125＋40  L＋20  DEPTH 00.7   No.1 

El-01(5)  ρｄｍ＝１．９５３  ρｓ＝２．６７０  α＝０．０９５ 

 

 

表示－１６ 

 

表示－１５ 



２４ 

 

線源棒と線源コンテナ 

６ 測定の方法 
 

本章では測定の具体的な手順について説明します。 

 

標準ＢＧ計測および標準計測 

 

標準ＢＧ計測および標準計測に必要なものは以下の３点です。 

・ 本体 

・ 標準計数台 

・ 線源棒（線源コンテナに入れて運搬してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本体 標準計数台 

SR-####
####年 ##月

SR-####
####年 ##月



２５ 

 

（１） 標準ＢＧ計測 

① 標準計数台を設置してください。標準計

数台を設置する場所は、屋内、屋外のど

ちらでも構いません。ただし、屋内に設

置するときは、プレハブ建屋のような床

下に空洞部分がある建物は避けてくだ

さい。また、屋内外にかかわらず、壁面

からは約２ｍ（メートル）以上離して設

置してください。 

 

② 標準計数台のフタと黄色の箱を取り外し

て、標準体の中にベースプレートや打込

棒などが入っていれば、すべて取り出し

て、黄色の箱を元に戻してください。 

 

③ 本体を（写真－１）のように標準計数台の上面（黄色の箱

の上面）に置いてください。標準計数台の上面には本体を

置く際の位置決め用ガイドとなるＬ字型の金具が取り付け

られていますので、それに合わせて本体を置いてください。

このとき、本体下面と標準計数台上面の黒いパネルが密着

していることを確認してください。本体の下面や、標準計

数台の上面（黒いパネル部分）に泥や砂等の異物が付着し

ているときは、きれいに取り除いてください。 

 

④ 線源棒を線源コンテナに収納し、標準計数台より

20ｍ以上離してください。 

 

⑤ 標準ＢＧのランプが点灯していることを確認して、

ＳＴＡＲＴを押してください。１０分間の標準ＢＧ

計測が始まります。計測動作中は、本体から半径お

よそ２ｍの範囲内に立ち入らないようにしてくだ

さい。 

 

⑥ １０分経過すると標準ＢＧ計測が終了し、ブザーが

鳴ります。液晶パネルの標準ＢＧ欄に標準ＢＧ計測

の値が表示されます。  

写真－１ 

中に入って
いるものを
すべて取り
出す 

黄色の箱を
元に戻す 

20m以上離す!!
線源棒を本体から

２０ｍ以上離す 



２６ 

 

（２）標準計測 

標準計測は標準ＢＧ計測が終了した直後に行ってください。 

① 本体を標準計数台の上に置いたままの状態で、線源

棒を本体に取り付けてください。線源棒を本体の線

源棒ガイドの上方から挿し込んでから、本体上側か

ら見て線源棒を時計回りにひねり、線源棒のガイド

ピンが線源棒ガイドの溝にはまるようにして、本体

に線源棒を固定してください。（写真－２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 標準計測のキー上のランプが点灯していることを確認して、ＳＴＡＲＴを押してく

ださい。10 分間の標準計測が始まります。計測動作中は、本体から半径およそ２

ｍの範囲内に立ち入らないようにしてください。 

 

③ 10 分経過すると標準計測が終了し、ブザーが鳴ります。液晶パネルの標準計測欄

に標準計測の値が表示されます。 

 

これで測定器を現場に持出す準備が終わりました。標準計数台は保管場所に戻しておい

てください。 

 

※標準ＢＧおよび標準計測の結果は本体に保存され、電源を OFF にしても保持されます。 

※標準ＢＧおよび標準計測は、現場に行く前に 1 日に 1 回実施するだけで構いません。

したがって、標準計数台を現場へ持出す必要はありません。 

※当日の標準ＢＧ、標準計測が終了した後、再度標準ＢＧ計測を実行すると、当日の標

準計測が行われていないと判定され、再度の標準計測を行わない限り現場計測を行う

ことができません。ご注意ください。  

　　　　　　　　ご使用に関する注意事項

 本測定器は「放射線障害防止に関する法
律」に基づいた「設計認証機器」です。
 本測定器は、必ず本体に表示されたシリア
ル番号(SR-####)と同一の番号が刻印された
線源棒と組み合わせてご使用下さい。

　　　　　　　　ご使用に関する注意事項

 本測定器は「放射線障害防止に関する法
律」に基づいた「設計認証機器」です。
 本測定器は、必ず本体に表示されたシリア
ル番号(SR-####)と同一の番号が刻印された
線源棒と組み合わせてご使用下さい。

線源棒 

線源棒ガイド ガイドピン 

写真－２ 



２７ 

 

現場ＢＧ計測および現場計測 

現場での作業に必要なものは以下の３点です。 

・ 本体（専用トランクに入れて運搬してください） 

・ 線源棒（線源コンテナに入れて運搬してください） 

・ 付属品（ベースプレート、ハンマ、打込棒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）現場ＢＧ計測 

現場ＢＧ計測の手順を以下に示します。 

① 測定エリアの代表地点（測定対象面の中心付近）を選んで、本体を地面に置いてく

ださい。 

② 本体の電源を“ON”にします。（5 分間のウォーミ

ング・アップがあります） 

③ これから測定を行うエリアの工種と材料番号を入力

してリターンキーを押してください。 

④ 現場ＢＧのランプが点灯していることを確認してか

ら、線源棒を本体から 20ｍ以上離してください。 

⑤ ＳＴＡＲＴを押してください。 

⑥ 1 分経過すると現場ＢＧ計測が終了し、ブザーが鳴

ります。表示パネルの現場ＢＧ欄に現場ＢＧ計測の

値が表示されます。 

20m以上離す!!20m 以上!! 

本体 線源棒と線源コンテナ 

ベースプレート ハンマ 打込棒（引抜棒含む） 

現場ＢＧ計測 

SR-####
####年 ##月

SR-####
####年 ##月

SR-####
####年 ##月

SR-####
####年 ##月



２８ 

 

（２） 現場計測 

現場計測の手順を以下に示します。 

① 測定面（測定を行う場所）が平滑になるよう、ベースプレートを

使って整形してください。整形する面積は、本体が設置できる程

度（およそ W40cm×D30cm の範囲）で結構です。 

 

 

 

② ①で整形した場所にベースプレートを置いてください。ベースプレ

ートのガイド孔に打込棒を挿し込み､ハンマを使って打込棒を地盤

に対して垂直に打込みます。 

 

 

 

 

③ 打込棒をおよそ 25cm の深さ（打込棒のテーパ部分がベースプレ

ートのガイド孔に到達する手前）まで打込みましたら、打込棒の上

部の穴に引抜棒を挿し込み、引抜棒をハンドルにして打込棒を引抜

いてください。このとき、孔が大きくなったり、孔壁が崩れたりし

ないよう注意しながら引抜いてください。 

 

④ 線源棒を本体の線源棒ガイドの上方から挿し込んでください。挿し

込んだ後、本体上側から見て線源棒を時計回りにひねり、線源棒の

ガイドピンが線源棒ガイドの溝にはまるようにして、本体に線源棒

を固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①測定面の整形 

③打込棒の引抜き 

②打込棒の打込み 

線源棒ガイド 
ガイドピン 

線源棒 

写真－３ 
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⑤ 線源棒を③の計測孔に挿入しながら、本体を

本体下面が測定面（地表面）に密着するよう

に置いてください※１。線源棒を挿入する際に、

孔壁を崩さないように注意してください。 

 

⑥ 測定位置（L CL  R、DEPTH）の各数値を入

力してください。 

 

⑦ 現場計測のランプが点灯していることを確

認して、ＳＴＡＲＴを押してください。現場

計測が始まります。 

 

⑧ 1 分間で計測が終了します。計測終了時にブ

ザーが鳴ります。 

 

⑨ 液晶パネルに測定結果が表示され、同時に印

刷されます※２。 

 

⑩ 本体の電源を OFF にせず、次の測定位置に移動してください。以降、①～⑨の作

業を繰り返して、工種ごとに定められた規定点数の測定が完了するまで現場計測を

繰り返してください。工種ごとの規定点数については、（P.13）をご覧ください。 

 

※１ ＡＮＤＥＳ本体と測定面（地表面）との間にすき間が生じますと、密度が過小評

価される場合があります。測定面はできる限り平滑になるように整形してくださ

い。 

 

※２ 印刷終了直後、電源 OFF または紙送り、表示切替、＜、＞以外のキー操作を

行う前に現場計測を押すと、測定データが再印刷されます。プリンタの用紙切

れの場合や、インクリボンカセットのインク消耗によりプリンタの印刷が薄か

った場合に利用してください。 

  

  

 

  
 

 

 

  
 

 

 

計測孔 

下面を密着
させる 



３０ 

 

エラーメッセージ 

正常な測定が行われなかった場合には、ディスプレイに以下のエラーメッセージが表示

されます。 

 

計算不能 

レンジオーバー 

 

以下に、それぞれのエラーメッセージについて解説します。 

 

計算不能 

現場計測モードにおいて、計数率に異常な値が取り込まれて、演算ができない場合（例

えば､現場計数率が現場ＢＧより小さいときなど）は“計算不能”と表示されます。 

 

レンジオーバー 

現場計測モードにおいて、現場計測の結果が以下の値になった場合は、ディスプレイに

「レンジオーバー」と表示されます。 

・湿潤密度が 0.5～3.0（g/cm3）の範囲を外れた場合 

・含水量が 0～1.0（g/cm3）の範囲を外れた場合 

 

計算不能あるいはレンジオーバーのエラーメッセージが表示された場合は、本体が正し

く設置されているか、線源棒が本体に正しく取り付けられているか、入力してある材料情

報の数値が正しいかどうかの確認を行ってください。設置方法や材料情報に問題が認めら

れた場合は、問題点を修正後、再度現場計測を実施してください。 

 

※「計算不能」あるいは「レンジオーバー」のエラーメッセージが表示されたときの計測

結果は、空欄で印刷されます。 
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７ 水分補正係数α（アルファ）について 
 

ＲＩ水分計の材料依存性について 

ＲＩ水分計は土中の水素原子と中性子線との反応を利用したものですから、原理的には

水素濃度計と言うこともできます。土に含まれる水素は様々な形態をとり、これらは以下

に示す４種に大別できます。 

  自由水 

  結晶水 

  化合水 

  有機物 

 

土質工学の分野で扱う含水量（ mρ ）、あるいは含水比（w）として表される水分量はあ

くまで乾燥炉（１１０℃、２４時間）で蒸発する水分である自由水のみであり、この条件

で蒸発しない水分（結晶水、化合水）と有機物は含まれません。 

ＲＩ水分計で土質材料の水分を測定する際に重要なことは、中性子線が土中の自由水の

他、結晶水、化合水および有機物と反応することです。したがって、ＲＩ水分計で計数率

（放射線強度）から水分量（ mρ 、w ）を求めるには、土質に応じた補正が必要です。Ａ

ＮＤＥＳではこの補正を基本的に次のように行っています。 

 

① ＲＩ水分計で得られる水分計数率を、等価含水量（ m̂ρ ）に置き換えます。 

② 等価含水量（ m̂ρ ）とは、中性子線が反応したすべての量を便宜的に水分量に換算

したもので、みかけ
．．．

上の水分量です。 

③ 等価含水量（ m̂ρ ）から、その土質に応じた割合の自由水以外の水分量を減じて真

の含水量（ mρ ）を求めます。この時に、その土質に応じた水分補正係数が必要で

す。ＲＩ水分計では、水分補正係数を α（アルファ）と呼んでいます。 

 

水分量の補正は基本的に上述した手順に従っていますが、実際には水分計の校正式の中

で処理しています。水分計の校正式は以下の通りです。 

 

)dm(D

m̂D

eCRm

dmm̂

eCRm

ραρ

ρ

ραρρ











 

 

Rm :水分計数率比 

　C  :校正定数 
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D  :校正定数 

m̂ρ  :等価含水量 

mρ  :含水量 

  :水分補正係数 

dρ  :乾燥密度 

 

ＲＩ水分計の密度依存性について 

ＲＩ水分計では、材料依存性の他にもう一つの要因に対して水分計の補正をする必要が

あります。この要因は“密度依存性”と呼ばれるものです。この内容について説明します。 

ＲＩ水分計は、中性子線と水素原子との反応を利用した測定器ですが、中性子線は水素

原子だけと反応するものではありません。反応能力は水素原子に比べて格段に劣りますが、

中性子線は、その他すべての原子とも反応します。したがって、ＲＩ水分計で得られる放

射線強度（計数率）は、水素原子だけでなく、多少ではありますがその他の原子（おもに

土粒子を構成する各種原子）の影響も受けることになります。この影響の度合はおもに土

粒子を構成する原子の濃度（あるいは密度）に支配されるため、ＲＩ水分計の“密度依存

性”と呼ばれています。 

この“密度依存性”によるみかけ
．．．

上の水分量は、土粒子の原子の密度に支配される量で

すので、“材料依存性”に対する水分補正項（ 　ρα d ）と同様に土の乾燥密度（ dρ ）の関

数（ 　ρα d ）で表現できることになります。すなわち、ＲＩ水分計の密度依存性に対する

補正は、材料依存性に対する補正と全く同様の方法で対処できることになります。 

 

これまで述べたことを要約すると、次のようにまとめることができます。 

 ＲＩ水分計の測定値は、「材料依存性」と「密度依存性」の２つの要因に対して補

正をする必要があります。 

 ２つの要因による影響度合は、両者とも乾燥密度（ 　ρd）の関数として表すこと

ができます。 

 これらの補正は、等価含水量（ m̂ρ ）から（ dρα ）を減じることで可能です。 

 水分補正係数αは、材料土（土質）によって固有の値を示します。 

 

αの定め方 

水分補正係数（α：アルファ）は、土質固有の値を持ちますので、土質ごとに定める必

要があります。したがって、ＡＮＤＥＳを使用する場合は、測定対象となる材料土に対す

る適正な“α”を定めることが必要となります。 

水分補正係数（α：アルファ）の定め方を、以下に示します。 

① αを定める対象となる地盤を選定してください。なお、地盤は切土、盛土、土取場

等、いずれの場所でも構いませんが、可能であれば盛土を選んでください。 
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② α測定を行う地盤（材料土）の上に本体を置き、α測定モードにしてください。[ス

テージ⑫ α測定モード（P.21）]をご覧ください。 

③ α測定箇所の測定位置の数値を入力してください。入力すると、現場ＢＧののラン

プが点灯します。 

④ 現場ＢＧ計測と同様の準備（P.27）を行って、ＳＴＡＲＴを押してください。現場

ＢＧ計測が始まります。 

⑤ 1 分経過すると現場ＢＧ計測が終了し、現場計測のラ

ンプが点灯します。 

⑥ 現場計測と同様の準備（P.28）を行って、ＳＴＡＲＴ

を押してください。α測定が始まります。 

⑦ 1 分経過すると、α測定の結果が印刷されます（印刷

例－２）。左列にαの値（α＝0 およびα＝0.030 か

ら 0.003 ピッチでα＝0.600 まで）、右列には左列

のα値に対応する含水比の値が印刷されます。 

⑧ α測定が終わりましたら、ＡＮＤＥＳ本体の直下、深

さ 20cm までの領域の試料（土）を採取し、JIS A 

1203（土の含水比試験方法、110℃で 24 時間の乾

燥）に沿って、採取試料の含水比 w0（%）を求めて

ください。 

⑨ α測定結果の印刷から、w0（%）と右列の値が一致す

る行を探してください。左列の値が求めるα値となり

ます。印刷例－２の場合、α値は 0.084 になります。 

⑩ 上記の方法で求まったα値は、ステージ⑪ 材料情報入

力モード（P.20）で、入力・登録を行ってください。 

 

※水分計には密度依存性がありますのでα測定を極

端に緩い地盤で実施したときは、誤差を生じるとき

があります。α測定は、材料敷均し後にバックホウ

のバケットあるいは、キャタピラ走行程度の軽い締

固めを実施してから行ってください。 

  

印刷例－２  アルファ測定結果 

            (SR-2000) 
01.03.17       PNo. 43 
  BA -01(0) 
DENS MOIS( SBG)(  BG) 
2592 1156(  42)(  31) 
496 2333 

  STA     R CL L  DEPTH 
  000+01  CL+00   1.0(m) 
 

α   W 
 0.000 18.3 
 0.030 14.8 
 0.033 14.1 
 
 0.081 9.7 
 0.084 9.4 
 0.087 9.0 
 
 0.141 1.6 
 0.144 1.3 
 0.147 0.9 
   

w0=9.4(%)であれば、

α=0.084 

α測定後の試料採取 

この部分の土を採取 
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８ その他の機能 

 

オートパワーオフ 

ＡＮＤＥＳ本体の操作を何も行わず 30 分間経過すると、自動で本体の電源が OFF に

なります。オートパワーオフが作動して本体の電源が OFF になった場合は、電源スイッ

チを一度 OFF にしてから再度 ON にすると、再び電源が入ります。 

 

線源棒紛失防止警告機能 

本体の電源が ON のときに、線源棒から本体までの距離が２～３ｍ以上になると、ブザ

ーおよび画面表示（表示－１６）によって、線源棒が本体の近くに存在していないことに

ついて、警告がなされます。 

警告メッセージが表示されているときに、本体の近くに線源棒を持ってくると、ブザー

が止まり、警告が解除されます（表示－１７）。いずれかのキーを押す※と元の画面に戻り

ます。なお、警告メッセージ表示中にいずれかのキーを押す※と、警告が 10 分間、一時

的に解除されます。10 分経過後に線源棒が本体近くになければ、再び警告メッセージが

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※液晶パネルのバックライトが消灯しているときは、キーを 2 回押してください。 

  

表示－１７ 表示－１６ 

 

                 － 
 
 

警告！！ 
 

線源棒が本体の周辺にありません。 
 
 

                 － 
 
 

線源棒は、本体の近くにあります。 
 

何かキーを押してください。 
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※線源棒紛失防止警告機能に関するその他の注意事項 

 線源棒紛失防止警告機能は、以下の状況では作動しません。 

 標準ＢＧ計測モード（標準ＢＧのランプが点灯しているとき） 

 現場ＢＧ計測モード（現場ＢＧのランプが点灯しているとき） 

 計測動作中 

 パソコンとのデータ通信中 

 本体の電源が OFF のとき 

 警告メッセージが表示される線源棒と本体との距離は、周辺環境によって変わる

ときがあります。上述した距離（２～３ｍ以上）は、目安であることをご了承願

います。 

 線源棒紛失防止警告機能は、本体の電源が OFF のときは作動しません。線源棒

の使用と保管には、細心の注意を払っていただくようお願い致します。 

 

無線データ通信 

ＡＮＤＥＳは IEEE802.11b/g 準拠（Wi-Fi）の無線通信機能を搭載しています。無線

通信機能（Wi-Fi）を搭載している Windows パソコン（Windows タブレットも可）に、

「RI 通信ソフト」をインストールすることでパソコンとの無線データ通信ができます。 

 

無線通信機能の ON／OFF の操作 

操作パネルのカーソルキーの > を押しながら、標準計測を押すことで無線通信機能の

ON／OFF が切替わります。 

ディスプレイの右上に“-”（ハイフン）が表示されているとき（表示－1８）は、無線

通信機能が無効となり、有線通信機能が有効となります。 

ディスプレイの右上に“i”（アイ）が表示されているとき（表示－1９）は、無線通信

機能が有効となり、有線通信機能が無効となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示－１８ 表示－１９ 

９9年 06月 01日   残メモリー ###点    -     

有効期限＝０1年０４月３０日 

  

  

 

 

  

 

［ 後２９９秒 ］ 

 

 

 

 

 

９9年 06月 01日   残メモリー ###点    i     

有効期限＝０1年０４月３０日 

  

  

 

 

  

 

［ 後２９９秒 ］ 

 

 

 

 

 

ＷＡＲＭＩＮＧ ＵＰ ＷＡＲＭＩＮＧ ＵＰ 

無線通信機能
OFF 

無線通信機能
ON 
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※無線データ通信についての注意事項 

 ＡＮＤＥＳで使用している無線通信の周波数帯（2.4GHz 帯）は、産業・科学・

医療分野で幅広く使用されています。電波の干渉による無線通信の障害が発生す

る恐れがあります。 

 ＡＮＤＥＳで使用している無線通信の周波数帯は、電子レンジからの電磁波と同

じ 2.4GHz 帯を使っています。そのため、電子レンジから漏れた電磁波がノイズ

となり、通信に支障をきたす可能性があります。 

 無線通信機能を有効にすると、内蔵電池が満充電からの使用時間が 10%程度減

少します。無線通信を行わない場合は、無線通信機能を無効にしてください。 

 RI 通信ソフトの対応 OS、インストール／設定の方法およびソフトの操作方法等

の詳細については、別冊の「RI 通信ソフト 取扱説明書」を参照願います。 

 RI 通信ソフトは、本器に添付の「RI 通信ソフトインストール CD」に納められて

いるほか、弊社のホームページからもダウンロードできます。[１６ 弊社ホーム

ページのご案内]をご覧ください。 
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９ 内蔵電池の充電と消耗品 
 

内蔵電池について 

ＡＮＤＥＳの使用中に内蔵電池が消耗したときは、以下のようなメッセージが表示され

ます。 

 

BATT  WARNING 

画面上部にこのメッセージが表示されているときは、内蔵電池の電圧が低下しています

ので、早めの充電をお願いします。 

 

バッテリーダウン 

画面中央にこのメッセージが表示されたときは、内蔵電池の電圧が低下して本体の動作

ができません。自動的に本体の電源が OFF となります。直ちに充電を行ってください。 

 

※「ＢＡＴＴ ＷＡＲＮＩＮＧ」表示後に使用できる時間や計測点数は、内蔵電池の状

態や気温などといった使用条件で異なります。早めの充電をお勧めします。 

 

内蔵電池の充電 

ＡＮＤＥＳの内蔵電池は充電式です。ＡＮＤＥＳを使用した後は、使用時間にかかわら

ず必ず充電をしてください。充電方法は以下の通りです。 

① 充電器の充電コードを、本体のプリンタボックス内の充電コネクタに接続してくだ

さい。（写真－４） 

② 充電器の AC プラグを、ＡＣ１００Ｖコンセント（50/60Hz）に接続してくださ

い。 

③ 充電器の POWER スイッチを ON にしてください。POWER ランプが点灯し、充

電が始まります。（写真－５） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

POWER 

スイッチ 

POWER 

ランプ 

充電コード 

CHARGE 

ランプ 

充電コネクタ 

写真－４ 写真－５ 
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※充電に関する注意事項 

 ＡＮＤＥＳを使用する前には、前回の使用時間にかかわらず必ず充電を行ってく

ださい。 

 充電コードおよび AC プラグの脱着は、必ず本体および充電器の POWER スイ

ッチを OFF にしてから行ってください。 

 充電器はバッテリーの過充電を防止する構造となっていますが、安全のため、充

電後は充電器の AC プラグをコンセントから抜いてください。 

 長期にわたってＡＮＤＥＳを使用しないときは（例えば、冬期の施工休止期間、

新現場へ移動するときの待機期間など）には、2 ヶ月に 1 度程度の割合で内蔵電

池の充電を行ってください。これは、自然放電に伴う電池特性の劣化を防ぐため

です。 

 長期間にわたって放置すると、電池が完全に放電して充電ができなくなる恐れが

あります。 

 

プリンタ消耗品の交換 

ＡＮＤＥＳに装備されたプリンタは、インクリボンカセット方式であり、プリンタ用紙

と共にインクリボンカセットも消耗品です。プリンタの印刷が薄くなったらインクリボン

カセットを交換してください。 

 

（１）プリンタ用紙の交換 

プリンタ用紙を交換するときは、本体の電源を ON にして、プリンタ下方の用紙入口に

用紙の端を挿し込み、紙送りキーを押してください。（写真－６、写真－７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※プリンタの用紙入口に、プリンタ用紙を重ねた状態（折りたたみを含みます）で挿し

込んで紙送り操作を行うと、プリンタ内部のモータやギアに負荷がかかり、プリンタ

故障の原因となります。プリンタ用紙を重ねて挿し込まないようお願いします。 

※別紙の“プリンタ取扱い”も参照願います。 

写真－６ 写真－７ 

用紙入口 
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（２）インクリボンカセットの交換 

プリンタの印刷が薄くなったら、インクリボンカセット

を交換してください。 

 

インクリボンカセットの取り外し 

インクリボンカセットの（PUSH）の文字の部分を軽く

押すと、インクリボンカセットが外れます。（写真－８） 

 

 

 

インクリボンカセットの取付 

インクリボンカセットをプリンタに載せて、イン

クリボンカセットのリボン巻取り用のつまみ
．．．

の部分

をプリンタに軽く押し込んでください。（写真－９）

このときは、インクリボンカセットを無理に押し込

まないようにしてください。 

インクリボンカセットのつまみ
．．．

がプリンタにはま
．．

り
．
ましたら、インクリボンカセットの“PUSH”と

書かれている部分を軽く押し込んでください。（写真

－１０） 

 

 

※軽く押し込んでインクリボンカセットのつま
．．

み
．
の部分がプリンタにはまらない

．．．．．
ときは、イン

クリボンカセットのつまみ
．．．

とプリンタ側のギ

アが噛み合っていませんので、インクリボンカ

セットのつまみ
．．．

を少し回してください。 

 

※別紙の“プリンタ取扱い”もお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１０ 

“PUSH”の位置を押す
と、インクリボンカセット
がプリンタから外れます 
 

① つまみの部分をはめる 

写真－８ 

写真－９ 

はまらないときは

つまみを少し回す 

②“PUSH”の部分を押す 
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ハンマと打込棒 

ＡＮＤＥＳを固い地盤で継続的に使用しますと、穴あけ作業で使用するハンマおよび打

込棒の端部がつぶれて割れが発生し、その破片が飛散する恐れがあります。 

ハンマと打込棒は消耗品です。安全のため、ハンマや打込棒に割れや欠けが発生したと

きは早めに交換していただくようお願い致します。 
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１０ 測定に関する留意事項 
 

標準計測について 

ＡＮＤＥＳはＲＩ（ラジオアイソトープ）からの放射線を利用した間接測定器であるた

め、あらかじめ密度および水分が既知の物質と比較対照校正を行って密度あるいは水分量

に対する放射線の強度（計数率）の関係式、すなわち校正式を求める必要があります。 

放射線を利用した測定器で重要なことは、放射線源の種類を問わず、放射線の強度（計

数率）は一定ではなく、時間ともに減衰する性質を持っているということです。したがっ

て、放射線強度（計数率）と密度（あるいは水分量）との関係を求めるときに、放射線強

度（計数率）の絶対値をそのまま使用することはできません。放射線強度の減衰に対する

補正が必要です。 

ＡＮＤＥＳの校正式は、基本的には下図に示すように、密度計、水分計共に指数関数式

になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

密度計および水分計の校正式の係数（A、B、C、D）は、各測定器に固有の値であり、

校正試験によってこれらの値を定めます。 

（図－５）では、横軸は密度（または含水量）、縦軸は、放射線強度をそれぞれ表してい

ますが、ここでの放射線強度は放射線強度（計数率）の絶対値ではなく、ある基準物質に

対する測定値の相対値（計数率比
．
）として表されています。すなわち、 

 

計数率比＝－－－－－－－－－－－－－－－－ 

計
数
率
比 

Rρ 

計
数
率
比 

Rm 

密度ρt(g/cm3) 含水量ρm(g/cm3) 

Rρ=A･exp[B･ρt] 
Rm=C･exp[D･(ρm+α･ρd)] 

（密度計） （水分計） 

ここに ρd：乾燥密度  α：水分補正係数 

ＡＮＤＥＳの校正式 

測定対象とする物質上での計数率 

ある基準物質上での計数率 
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このように、放射線強度と物質の密度（あるいは含水量）との関係では、放射線強度は

密度（あるいは含水量）に対する絶対値をそのまま用いるのではなく、前述したように、

ある基準物質（密度並びに水分量が不変であることが必須条件です。）に対する相対値に置

き換えておくことで、放射線の減衰に対する補正が可能となります。 

例えば、湿潤密度（ρt）＝2.0（g/cm3）の地盤で現場計測を行い、以下に示す計数率

が得られたとします。 

ρｔ＝2.0（g/cm3）の土（測定対象）の密度計の計数率 ＝ 1000 

基準物質上での密度計の計数率 ＝ 2000 

 

したがって、計数率比 ＝ －－－－ ＝ 0.5 

 

ある日数を経過した後、同一の地点（密度は不変と仮定します。）で再び密度の測定をす

ると、密度計の計数率は、経過日数の分だけ減衰します。仮にその時の現場計数率が 500

すなわち 1/2 に減少していたとすると、基準物質上での計数率も同じ割合で減少します。

すなわち 2000 から 1000 に減少することになります。この場合の計数比率も 0.5

（500/1000）＝0.5 です。 

このように、計数率比は放射線源が減衰しても、同じ密度に対しては常に一定です。 

基準物質上での測定を標準計測と呼びます。そして、標準計測で得られた測定値を標準

計数率といいます。ＡＮＤＥＳの場合、標準計数台が基準物質です。 

標準計数率は非常に重要な役割を果たしていますので、その測定は慎重に行っていただ

き、常に信頼性の高い測定値を得るようにしてください。 

 

  

1000 

2000 
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ＢＧについて 

“ＢＧ（バックグラウンド）”とは、自然界に存在する放射線の総称です。自然界におい

て検出される放射線は、“宇宙線”がよく知られていますが、地盤を構成する岩石（あるい

はその風化物としての土砂）からも放射線が放出されていることは、一般にあまり知られ

ていません。下図に示すように、岩種により幅を持ちながら固有の値を持ちます。すなわ

ちＢＧは、土質（あるいは地域）の違いによって異なる値を持つということがいえます。 

 

 

粘土・頁岩 

 

 

 

   

有機質 

海成頁岩 

 

 

 

   

砂・砂岩 

石灰岩・凝灰岩 

 

 

 

   

泥質 

 

 

 

   

 

石炭・亜炭・岩塩 

 

 

 

   

マグネシア 

 

 

 

   

ウラン鉱 

 

 

 

 

 

 

ＢＧは非常に微弱な放射線ですが、ＡＮＤＥＳはＢＧを感知（検出）します。 

ＢＧは土質あるいは地域によって異なりますので、この値がＲＩ計器に及ぼす影響を無

視できない場合も起こり得ます。なお、原子炉近傍といった特殊な事情を除けば、中性子

線がＢＧとして検出されることはなく、ガンマ線のみが BG として検出されます。したが

って、ＢＧを考慮する必要があるのは、ガンマ線を利用する密度計だけです。 

ＡＮＤＥＳでは、どのような土質あるいは地域に対しても、正確な測定値が得られるよ

うに、このＢＧに対する補正を行っています。以下にこの補正方法を具体的に示します。 

 

ＲＩ計器の密度計の校正式は、前述した通り放射線強度（計数率比：Ｒρ）と密度との

関係式になっています。計数率比Ｒρの定義は次式の通りです。 

10-12g･Ｒa 相当/岩石

1g 

0.1                 1                 10               

100 

岩石とその放射性強度 

大きい 
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ここに、Ｓρ ：標準計数率 

           ＳＢＧ ：標準計数台上でのＢＧ 

           Ｎρ ：測定対象とする物質上での計数率 

           ＮＢＧ ：測定対象とする物質上でのＢＧ 

 

このように、計数率比Ｒρは、ＢＧを差し引いた計数率の相対値で表されているため、

ＡＮＤＥＳの線源から放出される放射線のみの強度が表されることになります。 

ＡＮＤＥＳではこのようにＢＧの補正を行っていますので、地域あるいは土質の違いに

関係なく、正確な密度を得ることができます。 

ＢＧ計測の目的は、自然放射線を計測することにありますので、線源棒からの放射線を

取りこんではいけません。したがって標準ＢＧ計測および現場ＢＧ計測は、線源棒を線源

コンテナに収納し、必ず本体より 20ｍ以上離してから実施してください。 

 

 

  

ＢＧ

ＢＧ

Ｓρ－Ｓ

Ｎρ－Ｎ
計数率比：Ｒρ
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１１ 故障かな？と思ったときは 

 

ＡＮＤＥＳを使用中に「故障かな？」と思われる症状が発生したら、まず、以下の項目

を参考にしてチェックしてください。該当する項目がないときや、対策を行っても症状が

改善しないときは、弊社までご連絡ください。弊社の連絡先は、本書の巻末に記載してあ

ります。 

 

標準計測から先に進めない 

ＡＮＤＥＳは標準ＢＧ計測と標準計測の結果を基に、測定器の自己診断を行っています。

計測値に異常が発生したときには、標準ＢＧ計測および標準計測より先のステップに進め

ないようにプログラムされています。以下に示す項目をチェックしてください。 

 

・ 標準計数台は正しく設置されていますか？ 

標準ＢＧ計測、標準計測を行うときは標準計数台の設置場所に注意してくださ

い。現場事務所等によく見られるようなプレハブ建屋内での標準ＢＧ計測および

標準計測は避けてください。 

 

・ 標準計数台の中に物が入っていませんか？ 

標準ＢＧ計測および標準計測を行うときは、標準計数台の中に入っているもの

をすべて外に出してください。出荷時には標準計数台の中に付属品が収納されて

います。これらをすべて外に出してから標準ＢＧ計測および標準計測を実施して

ください。 

 

使用時間が短い 

・ 内蔵電池が十分に充電されていますか？ 

充電してから使用してください。充電するときは、充電に使用する電源

（AC100V、50/60Hz）についてもご確認願います。 

 

・ 内蔵電池が寿命に達している。 

正しく充電を行っても極端に使用時間が短いときは、内蔵電池の寿命が考えら

れます。内蔵電池を交換する必要がありますので、弊社までご連絡願います。 

 



４６ 

 

測定結果が正しく印刷されない 

・ プリンタの印刷が薄い 

インクリボンカセットを交換してください。 

 

・ 文字が重なってしまう等、印刷がうまくできない 

本体のプリンタボックス部のフタは、プリンタボックス部への砂塵の侵入を防

ぐため、必ず閉じた状態で使用するようにしてください。フタを取り外した状態

でご使用されたときは、プリンタボックス部に砂塵が侵入することによってプリ

ンタ内部の各部品が磨耗し、プリンタ故障の原因となります。プリンタボックス

部に砂塵が侵入したときは、きれいに取り除いてください。プリンタ部品が磨耗

したときは磨耗部品の交換が必要です。弊社までご連絡願います。 

 

測定結果が異常と思われたとき 

弊社によく寄せられる症状を数例挙げます。 

・ 含水比、含水量 

水分補正係数 α（アルファ）の値は、湿潤密度以外の測定値すべてに影響しま

す。αの値を再度ご確認願います。 

 

・ Dc（締固め度） 

dmρ （最大乾燥密度）の入力値が不適切であると、締固め度の測定値に異常

が発生します。 dmρ は室内での土質試験「JIS A1210 突固めによる土の締固

め試験」より求められる値です。測定対象となる材料土の正しい室内試験結果を

入力してください。 

 

・ Sr（飽和度）、Va（空気間隙率） 

Sr（飽和度）と、Va（空気間隙率）を算出するためには、材料情報の sρ （土

粒子の密度）の値を入力する必要があります。 sρ の入力値が適正でないときは、

正しい飽和度および空気間隙率が得られません。測定対象材料土の正しい室内試

験結果を入力してください。また、水分補正係数 α の値が適正かどうかも確認し

てください。 
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その他、測定値に疑問を抱かれたときのチェック項目 

 

・ 現場ＢＧ計測は正しく行われていますか？ 

現場ＢＧ計測時には必ず、線源棒を本体から２０ｍ以上離してください。現場

ＢＧ計測中に線源棒が近くにあると、計測値が異常となり、正しく測定ができま

せん。 

 

・ 測定面はきれいに整形されていますか？ 

測定面の不陸（凹凸）はなるべく平滑になるよう整形して、本体下面とすき間

なく密着するようにしてください。整形しないままの状態で測定を行いますと、

密度が小さく評価されることがあります。 

 

・ 線源棒は正しく取り付けられていますか？ 

線源棒は、本体の線源ガイドに挿し込み、線源棒のガイドピンが線源棒ガイド

の溝にはまるように確実に取り付けてください。線源棒の取り付けが不確実な場

合は正しく測定できません。 
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１２ 点検と保守 
 

点検および調整 

通常の使用状態においても、検出管の疲労、電池の劣化、線源の減衰が生じますので、

1～2 年間に 1 度程度の頻度で定期点検および調整を行うことが望まれます。 

 

検出管の疲労 

放射線検出管は、使用時間に応じて疲労・劣化を伴います。特性が著しく劣化した場合

は交換する必要があります。 

通常の使用頻度のもとでは、製造から 5 年以内に交換を要することはありません。ただ

し、極度に強い衝撃や不注意な浸水によって検出管の芯線の切断や端子部を破損するよう

なことがありますので、使用に際してはこのような事態は絶対に避けてください。 

 

電池の交換 

充電時間を十分にとっても、内蔵電池での使用時間が著しく減少するような現象が生じ

た場合は、内蔵電池が劣化していますので電池交換をする必要があります。 

 

線源の交換 

線源から放出される放射線は時間の経過とともに少しずつ少なくなります。本器で使用

されている線源である 60Co（コバルト 60）、252Cf（カリホルニウム 252）の半減期は

それぞれ、5.27 年および 2.65 年です。ＮＥＸＣＯの関連工事で RI 計器を使用する場合、

㈱高速道路総合技術研究所が発行する“ＲＩ計器性能確認済証”に記された“有効期限”

（試験日から 2 年 8 ヶ月）を過ぎたときは、線源を交換しなければなりません。なお、使

用済線源の処分は弊社が責任を持って代行致します。 
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１３ 注意事項 
 

取扱上の注意 

ＡＮＤＥＳは所定の点検を経て出荷しておりますので、通常の使用条件の下ではトラブ

ルの発生する可能性はほとんどありません。ただし、ＡＮＤＥＳは放射線検出装置からの

信号を安定して処理する電子回路を組み込んだ精密機械ですから、使用に際しては以下の

事項に注意してください。 

 

 強い衝撃を与えないでください。（例えば運搬中の落下や乱暴な自動車運転） 

 降雨にさらすことは避けてください。 

 本体内部には約 1.5（ｋＶ）の高圧電源が内蔵されていますので、絶対に分解しな

いでください。 

 充電コネクタの抜き差しは本体電源が OFF の時に行ってください。 

 測定値に異常が認められた時や疑問が生じた時には、弊社までご連絡をお願い致し

ます。 

 

ハンマおよび打込棒の取扱いについて 

ハンマおよび打込棒は、長期間の使用により、割れが発生することがあります。割れが

発生すると、破片が飛散する恐れがありますので、軍手、ゴーグル、ニーガード等の防具

を装着して作業を行ってください。 
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１４ 表示付認証機器に関する留意事項 
 

保管と運搬 

（１）線源棒の保管 

・ 線源棒を保管する際は、線源棒を線源コンテナに収納した上で線源コンテナ

を遮へい容器に入れてください。 

・ 遮へい容器の中には、水が入っています。容器に強い衝撃を与えないでくだ

さい。また、容器内部の水を排出しないでください。 

・ 人が頻繁に出入りする場所での保管は避けてください。 

・ 紛失・盗難事故が発生しないよう、保管場所には必ず施錠をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

線源棒の保管方法 

  

線源棒 

キャップ 

線源コンテナ 

遮へい容器 
線源コンテナ 
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（２）線源コンテナの施錠 

線源コンテナの施錠には、ダイヤル式南京錠と、両端が輪になっているワイヤを使用し

ます。線源コンテナの施錠の手順は以下の通りです。 

 

① 線源コンテナに線源棒を格納してください。 

② 線源コンテナにキャップを取り付けてください。 

③ ワイヤの片端（片端○A とします）を、保管容器の取っ手の下側から上側に通してく

ださい。（写真－１１） 

④ ワイヤ片端○A の輪を、ワイヤのもう一方の片端（片端○B とします）の輪に通してく

ださい。（写真－１２） 

⑤ ダイヤル式の南京錠を解錠して、南京錠のつる
．．

を線源コンテナのキャップの穴に差

し込み、線源コンテナ上部の切欠き部分から引き出してください。（写真－１３） 

⑥ ③で輪の中を通したワイヤ片端の輪○B を南京錠のつる
．．

に通して、南京錠を施錠して

ください。（写真－１４）線源コンテナのキャップがロックされ、南京錠を解錠し

ない限りキャップを取り外すことができなくなります。 

 

※ダイヤル式南京錠の解錠番号は、「031」です。 
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写真－１１ 写真－１2 

写真－１3 写真－１4 

写真－１5 

片端○A  

片端○B  

ワイヤ片端○A の輪に 

片端○B の輪を通す ワイヤの片端○A を 

取っ手の下側から通す 

片端○A  

片端○B  

南京錠のつる
．．

をキャッ

プの穴に差し込み、線

源コンテナ上部の切欠

き部分から引き出す 

南京錠を施錠する 
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線源棒の運搬 

線源棒を運搬するときは、Ｌ型輸送物※の技術基準に準拠し、「Ｌ型輸送物相当」として

運搬してください。運搬されるときには、以下の項目についてご確認願います。 

 

・ 線源棒を運搬するときは、線源棒を線源コンテナに格納し、線源コンテナを遮へい容

器に収納してください。さらに遮へい容器を輸送箱で梱包してください。上述の梱包

を行うことで、Ｌ型輸送物準拠となります。 

 

・ 輸送箱の側面（２面）に「放射性又は Radioactive」および「Ｌ型輸送物相当」と記

されたラベルが貼付されていることを確認してください。 

 

・ 「放射性同位元素が含まれている輸送物」であることが分かるように、梱包の内外に

ラベルが貼付されていることを確認してください。 

 

・ 自動車等で運搬するときは、輸送箱から運転者の間に 1ｍ以上の距離を確保するよう

努めてください。 

 

・ 線源棒の運搬を運送業者に委託するときは、弊社指定の運送業者であるセイノースー

パーエクスプレス㈱に集荷をご依頼いただきますようお願い致します。集荷を依頼す

るときは、同封の「ＲＩ計器集荷依頼票」をご使用ください。 

 

・ 弊社からの出荷時に、輸送に必要なラベル類を貼付して出荷致します。貼付されてい

るラベル類を損傷あるいは紛失されたときは弊社までご連絡願います。その他、運搬

に際してご不明な点がございましたら、弊社までお問い合わせください。 

 

※Ｌ型輸送物とは 

Ｌ型輸送物とは放射性輸送物の技術区分の中のひとつであり、輸送物中の放射性物

質の収納量を極少量に制限することにより、その危険性を極めて小さなものに抑えた

ものです。 
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線源棒運搬時の梱包 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸送箱に貼付するラベル（２種類） 

 

  

ラベル(a) 
ラベル(b) 

放 　　射　　 性

RADIOACTIVE

L型輸送物相当

U N 2 9 1 1

① 上部ケース 

② 上部押さえ 

③ スペーサ 

④ 線源コンテナ 

⑤ 遮へい容器 

⑥ 下部ケース 

⑦ ラッシングベルト 

⑧ ラベル(a) 

⑨ ラベル(b) 

① 

② 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑨ 

⑧反対側にも貼

ってあります 

⑨ 

⑦ 

⑨ 

放 　　射　　 性

RADIOACTIVE

L型輸送物相当

U N 2 9 1 1

③ 
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表示付認証機器の正しい取扱いについて 

ＡＮＤＥＳは下記の放射性同位元素（ラジオアイソトープ）を使用しています。 

・ ガンマ線源 60Co ：2.59MBq（メガベクレル） （密度測定用） 

・ 中性子線源 252Cf ：1.11MBq（メガベクレル） （水分測定用） 

※MBq（メガベクレル）とは、放射性同位元素が放射線を出す能力の大きさを示す単位

です。 

 

これらの放射性同位元素は、線源棒先端に装着されたステンレスカプセルに密封されて

おり、放射性同位元素が外部に漏出することはありません。線源棒に装着されている放射

性同位元素は非常に弱いものですが、「放射性同位元素等による放射線障害の防止に関す

る法律」の「放射性同位元素装備機器」に該当し、同法律の適用を受けますので、ご使用

にあたり少々の注意点がございます。 

ＡＮＤＥＳは、誰でもご利用いただくことができますが、放射性同位元素装備計器を取

扱うにあたっての基本的な諸注意を認識していただき、使用に際して万が一にもトラブル

が生じないようお願い申し上げます。 

放射線の安全管理上の三原則は、 

１． 距離をとること。 

２． 使用時間を短くすること。 

３． 適当な遮へいを講ずること。 

です。これらを常に念頭において、測定中はもとより保管時、運搬時においても、以下の

注意事項に従っていただきますようお願い申し上げます。 

 

イ） 不用意に線源棒に接近しないでください。 

ロ） 線源棒は慎重な取扱いをお願い致します。 

ハ） 人が頻繁に出入りする場所での保管は避けてください。 

ニ） 紛失・盗難事故の発生しないよう、線源棒は施錠ができる場所で保管し、保

管／管理にあたっては厳重な注意を払ってください。 

ホ） 線源棒を廃棄するときは、必ず弊社にご連絡ください。弊社で責任をもって

廃棄処分します。くれぐれも金属ゴミや産業廃棄物として投棄されないよう、

お願い致します。 

ヘ） 測定される方には注意事項を徹底していただき、正しい取扱いを行うようご

指導願います。 

ト） 不測の事故により、測定器に損傷を生じたときには、直ちに弊社までご連絡

願います。 

チ） その他、ご不明な点がございましたら、弊社までご連絡願います。 
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１６ 弊社ホームページのご案内 

 

弊社ホームページでは、ＡＮＤＥＳの取扱方法について詳しく解説した動画や、ＡＮＤ

ＥＳで計測されたデータをパソコンに転送するソフトウェアを公開しております。本書と

併せて、下記アドレスもご覧ください。 

 

ソイルアンドロックエンジニアリング㈱ ホームページ 

http://www.soilandrock.co.jp/ 

 

ＡＮＤＥＳ取扱方法の動画 

http://www.soilandrock.co.jp/andes_movie 

 

「ＲＩ通信ソフト」のダウンロード 

http://www.soilandrock.co.jp/downloads 

 

http://www.soilandrock.co.jp/
http://www.soilandrock.co.jp/andes_movie
http://www.soilandrock.co.jp/downloads
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